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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多眼のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によって撮像された被検体内の複数の画
像群のうちの第１および第２の画像群にそれぞれ含まれる各画像を表示する表示手段と、
　前記第１の画像群に含まれる第１の画像と前記第２の画像群に含まれる画像であって前
記第１の画像に共通する被写体が撮像された第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に
同期表示する同期表示モードを設定する設定手段と、
　前記第１の画像の撮像時刻と前記第２の画像の撮像時刻との時間差を前記被検体内の部
位毎に設定したデフォルトデータを保存する記憶手段と、
　前記設定手段によって前記同期表示モードが設定された場合、前記デフォルトデータを
もとに前記時間差を前記被検体内の部位毎に切り替えるとともに、前記被検体内の部位毎
に設定された前記時間差を有する前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各
表示領域に同期表示する制御を行う制御手段と、
　を備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記時間差を変更できることを特徴とする請求項１に記載の画像表示
装置。
【請求項３】
　多眼のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によって撮像された被検体内の複数の画
像群のうちの第１および第２の画像群にそれぞれ含まれる各画像を表示する表示手段と、
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　前記第１の画像群に含まれる第１の画像と前記第２の画像群に含まれる画像であって前
記第１の画像に共通する被写体が撮像された第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に
同期表示する同期表示モードを設定する設定手段と、
　前記第１の画像と前記第２の画像とのフレーム番号の差を前記被検体内の部位毎に設定
したデフォルトデータを保存する記憶手段と、
　前記設定手段によって前記同期表示モードが設定された場合、前記デフォルトデータを
もとに前記フレーム番号の差を前記被検体内の部位毎に切り替えるとともに、前記被検体
内の部位毎に設定された前記フレーム番号の差を有する前記第１の画像と前記第２の画像
とを前記表示手段の各表示領域に同期表示する制御を行う制御手段と、
　を備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項４】
　前記設定手段は、前記フレーム番号の差を変更できることを特徴とする請求項３に記載
の画像表示装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記第１の画像に対応する第１の縮小画像と前記第２の画像に対応す
る第２の縮小画像とをさらに表示し、
　前記設定手段は、前記第１の縮小画像と前記２の縮小画像との関連付けを設定すること
を特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記第１の縮小画像と前記第２の縮小画像との関連付けを示す指標を
表示することを特徴とする請求項５に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記第１の画像群に含まれる画像の時間的な位置を示す第１のタイム
スライダと前記第２の画像群に含まれる画像の時間的な位置を示す第２のタイムスライダ
とを表示し、
　前記第１のタイムスライダおよび前記第２のタイムスライダは、前記第１の画像と前記
第２の画像との前記時間差または前記フレーム番号の差を設定する前記設定手段の一つで
あることを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記第２の画像は、前記第１の画像に共通する被写体を前記第１の画像と異なる撮像方
向から撮像したものであることを特徴とする請求項１～７のいずれか一つに記載の画像表
示装置。
【請求項９】
　前記設定手段は、前記第１の画像群に含まれる画像を時系列に沿って表示する表示モー
ドと前記第２の画像群に含まれる画像を時系列に沿って表示する表示モードとを独立して
設定することを特徴とする請求項１～８のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　多眼のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によって撮像された被検体内の複数の画
像群のうちの第１および第２の画像群にそれぞれ含まれる各画像を表示すると共に、前記
第１の画像群に含まれる画像の時間的な位置を示す第１のタイムスライダと前記第２の画
像群に含まれる画像の時間的な位置を示す第２のタイムスライダとを表示する表示手段と
、
　前記第１の画像群に含まれる第１の画像と前記第２の画像群に含まれる画像であって前
記第１の画像に共通する被写体が撮像された第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に
同期表示する同期表示モードを設定すると共に、前記第１の画像の撮像時刻と前記第２の
画像の撮像時刻との時間差または前記第１の画像と前記第２の画像のフレーム番号の差を
設定する設定手段と、
　前記設定手段によって前記同期表示モードが設定された場合、前記時間差または前記フ
レーム番号の差を有する前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各表示領域
に同期表示する制御を行う制御手段と、
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　を備え、
　前記第１のタイムスライダおよび前記第２のタイムスライダは、前記第１の画像と前記
第２の画像との前記時間差または前記フレーム番号の差を設定する前記設定手段の一つで
あることを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、時系列に沿って撮像した被検体内の一連の画像を表示する画像表示装置に
関し、特に、複数の撮像素子を搭載した多眼のカプセル型内視鏡によって撮像された複数
の画像を表示する画像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、内視鏡分野においては、撮像機能と無線通信機能とを備えた飲込み型のカプ
セル型内視鏡が提案され、このようなカプセル型内視鏡を用いて被検体内の画像を取得す
る被検体内情報取得システムが開発されている。カプセル型内視鏡は、観察（検査）のた
めに被検体の口から飲込まれた後、自然排出されるまでの間、体腔内、例えば胃、小腸等
の臓器の内部をその蠕動運動に従って移動するとともに、例えば０．５秒間隔で被検体内
の画像を順次撮像する。
【０００３】
　カプセル型内視鏡が被検体内を移動する間、このカプセル型内視鏡によって撮像された
画像は、順次無線通信によって外部の受信装置に送信される。受信装置は、無線通信機能
とメモリ機能とを有し、被検体内のカプセル型内視鏡から受信した画像をメモリに順次保
存する。被検体は、かかる受信装置を携帯することによって、カプセル型内視鏡を飲込ん
でから自然排出するまでの間に亘り、自由に行動できる。カプセル型内視鏡が被検体から
自然排出された後、医師または看護師においては、受信装置のメモリに蓄積された画像を
画像表示装置に取り込ませ、被検体内の臓器の画像を画像表示装置に表示させて被検体の
診断を行うことができる（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　一方、このような被検体内情報取得システムには、複数の撮像素子を搭載した多眼のカ
プセル型内視鏡が用いられる場合もある。かかる多眼のカプセル型内視鏡は、互いに異な
る方向を撮像する複数の撮像素子を有し、かかる複数の撮像素子によって撮像された複数
方向の画像を取得する（例えば、特許文献２参照）。この場合、多眼のカプセル型内視鏡
は、取得した複数方向の画像を受信装置に無線送信する。受信装置は、かかる多眼のカプ
セル型内視鏡によって撮像された複数方向の画像を順次蓄積する。画像表示装置は、かか
る受信装置に蓄積された複数方向の画像を取り込み、取得した複数方向の画像を上述した
多眼のカプセル型内視鏡の撮像素子毎に分類し、保存する。その後、画像表示装置は、こ
のように撮像素子毎に分類した各画像群の画像を順次表示する。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【特許文献２】米国特許出願公開第２００２／０１０９７７４号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述した従来の画像表示装置は、多眼のカプセル型内視鏡によって撮像
された各画像群の画像を単に時系列に沿って同一画面に表示するので、かかる多眼のカプ
セル型内視鏡によって撮像された複数方向の画像、すなわち、全く異なる被写体が撮像さ
れた複数の画像を同一画面に並べて表示することになる。このような複数の画像を同時に
観察しつつ各画像内容を把握することは困難であり、したがって、多眼のカプセル型内視
鏡によって撮像された被検体内の画像の観察が困難であるという問題点があった。
【０００７】
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　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、多眼のカプセル型内視鏡によって
撮像された被検体内の画像を観察し易い態様で表示できる画像表示装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる画像表示装置は、多眼
のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によって撮像された被検体内の複数の画像群の
うちの第１および第２の画像群にそれぞれ含まれる各画像を表示する表示手段と、前記第
１の画像群に含まれる第１の画像と前記第２の画像群に含まれる画像であって前記第１の
画像に共通する被写体が撮像された第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に同期表示
する同期表示モードを設定する設定手段と、前記設定手段によって前記同期表示モードが
設定された場合、前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に同期
表示する制御を行う制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記設定手段は、前記第
１の画像の撮像時刻と前記第２の画像の撮像時刻との時間差を設定し、前記制御手段は、
前記時間差を有する前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に同
期表示する制御を行うことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記第１の画像の撮像時
刻と前記第２の画像の撮像時刻との時間差を前記被検体内の部位毎に設定したデフォルト
データを保存する記憶手段を備え、前記制御手段は、前記デフォルトデータをもとに前記
時間差を前記被検体内の部位毎に切り替えるとともに、前記被検体内の部位毎に設定され
た前記時間差を有する前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に
同期表示する制御を行うことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記設定手段は、前記時
間差を変更できることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記設定手段は、前記第
１の画像と前記第２の画像とのフレーム番号の差を設定し、前記制御手段は、前記フレー
ム番号の差を有する前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各表示領域に同
期表示する制御を行うことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記第１の画像と前記第
２の画像とのフレーム番号の差を前記被検体内の部位毎に設定したデフォルトデータを保
存する記憶手段を備え、前記制御手段は、前記デフォルトデータをもとに前記フレーム番
号の差を前記被検体内の部位毎に切り替えるとともに、前記被検体内の部位毎に設定され
た前記フレーム番号の差を有する前記第１の画像と前記第２の画像とを前記表示手段の各
表示領域に同期表示する制御を行うことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記設定手段は、前記フ
レーム番号の差を変更できることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記表示手段は、前記第
１の画像に対応する第１の縮小画像と前記第２の画像に対応する第２の縮小画像とをさら
に表示し、前記設定手段は、前記第１の縮小画像と前記２の縮小画像との関連付けを設定
することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記表示手段は、前記第
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１の縮小画像と前記第２の縮小画像との関連付けを示す指標を表示することを特徴とする
。
【００１７】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記表示手段は、前記第
１の画像群に含まれる画像の時間的な位置を示す第１のタイムスライダと前記第２の画像
群に含まれる画像の時間的な位置を示す第２のタイムスライダとを表示し、前記第１のタ
イムスライダおよび前記第２のタイムスライダは、前記第１の画像と前記第２の画像との
前記時間差または前記フレーム番号の差を設定する前記設定手段の一つであることを特徴
とする。
【００１８】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記第２の画像は、前記
第１の画像に共通する被写体を前記第１の画像と異なる撮像方向から撮像したものである
ことを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明にかかる画像表示装置は、上記の発明において、前記設定手段は、前記第
１の画像群に含まれる画像を時系列に沿って表示する表示モードと前記第２の画像群に含
まれる画像を時系列に沿って表示する表示モードとを独立して設定することを特徴とする
。
【発明の効果】
【００２０】
　この発明によれば、被検体の複数の画像群にそれぞれ含まれる第１および第２の画像に
共通する同一被写体を複数の撮像方向から撮像して得られる画像同士を表示部の各表示領
域に順次同期表示できる。この結果、多眼のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によ
って撮像された被検体内の多方向の画像群にそれぞれ含まれる各画像を観察し易い態様で
順次表示できる画像表示装置を実現することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して、本発明にかかる画像表示装置の好適な実施の形態を詳細に説明
する。なお、この実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２２】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置を有する被検体内情報取得システ
ムの一構成例を模式的に例示する模式図である。図１に示すように、この被検体内情報取
得システムは、被検体１の消化管内を移動するとともに被検体１内の画像を撮像するカプ
セル型内視鏡２と、カプセル型内視鏡２によって送信された無線信号を受信し、受信した
無線信号に含まれる画像を蓄積する受信装置３と、受信装置３に蓄積された画像、すなわ
ちカプセル型内視鏡２によって撮像された画像を表示する画像表示装置４と、受信装置３
と画像表示装置４との間のデータの受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。
【００２３】
　カプセル型内視鏡２は、互いに異なる方向の画像をそれぞれ撮像する撮像素子群を搭載
した多眼のカプセル型内視鏡である。このような多眼のカプセル型内視鏡２は、被検体１
の内部に導入され、この被検体１内の複数方向の画像を時系列に沿って順次撮像する多方
向の撮像機能と、撮像した多方向の画像群を外部に無線送信する無線通信機能とを有する
。具体的には、カプセル型内視鏡２は、被検体１に飲込まれることによって被検体１内の
食道を通過し、消化管腔の蠕動によって体腔内を進行する。これと同時に、カプセル型内
視鏡２は、所定間隔、例えば０．５秒間隔で被検体１内の多方向の画像を逐次撮像し、所
定の電波を介して、かかる被検体１内の多方向の画像を受信装置３に逐次送信する。
【００２４】
　受信装置３は、例えば被検体１の体表上に分散配置された複数の受信アンテナ３ａ～３
ｈが接続され、かかる複数の受信アンテナ３ａ～３ｈのいずれかを介してカプセル型内視
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鏡２からの無線信号を受信し、受信した無線信号をもとに被検体１内の多方向の画像を取
得する。また、受信装置３は、携帯型記録媒体５が着脱可能に挿着され、カプセル型内視
鏡２からの無線信号をもとに逐次取得した画像、すなわちカプセル型内視鏡２によって撮
像された多方向の画像を携帯型記録媒体５に逐次格納する。このようにして、受信装置３
は、カプセル型内視鏡２の撮像素子群が時系列に沿ってそれぞれ撮像した被検体１内の多
方向の画像群（すなわち撮像素子毎に分類される複数の画像群）を携帯型記録媒体５に蓄
積する。
【００２５】
　受信アンテナ３ａ～３ｈは、例えばループアンテナを用いて実現され、カプセル型内視
鏡２によって送信された無線信号を受信する。受信アンテナ３ａ～３ｈは、図１に示すよ
うに、被検体１の体表上の所定位置、例えば被検体１内におけるカプセル型内視鏡２の通
過経路（すなわち消化管）に対応する位置に分散配置される。なお、受信アンテナ３ａ～
３ｈは、被検体１に着用させるジャケットの所定位置に分散配置されてもよい。この場合
、受信アンテナ３ａ～３ｈは、被検体１がこのジャケットを着用することによって、被検
体１内におけるカプセル型内視鏡２の通過経路に対応する被検体１の体表上の所定位置に
配置される。このような受信アンテナは、被検体１に対して１以上配置されればよく、そ
の配置数は、特に８つに限定されない。
【００２６】
　携帯型記録媒体５は、コンパクトフラッシュ（登録商標）等の携帯可能な記録メディア
である。携帯型記録媒体５は、受信装置３および画像表示装置４に対して着脱可能であっ
て、両者に対する挿着時にデータの出力および記録が可能な構造を有する。具体的には、
携帯型記録媒体５は、受信装置３に挿着された場合、受信装置３によって取得されたカプ
セル型内視鏡２による多方向の画像群およびその撮像時刻等の各種データを逐次格納する
。一方、携帯型記録媒体５は、画像表示装置４に挿着された場合、上述したカプセル型内
視鏡２による多方向の画像群等の保存データを画像表示装置４に出力する。このようにし
て、携帯型記録媒体５の保存情データは、画像表示装置４に取り込まれる。また、携帯型
記録媒体５は、カプセル型内視鏡検査の被検体１に関する情報等が画像表示装置４によっ
て書き込まれる。なお、このカプセル型内視鏡検査とは、被検体１の内部にカプセル型内
視鏡２を導入し、かかるカプセル型内視鏡２によって撮像された画像を観察するものであ
る。
【００２７】
　画像表示装置４は、カプセル型内視鏡２によって撮像された多方向の画像等を表示する
ためのものである。具体的には、画像表示装置４は、受信装置３によって携帯型記録媒体
５に蓄積された各種データを取り込むことによって、カプセル型内視鏡２によって撮像さ
れた多方向の画像等の各種データを取得し、得られたデータをもとに被検体１内の多方向
の画像を表示するワークステーション等のような構成を有する。この場合、画像表示装置
４は、取得した多方向の画像群をカプセル型内視鏡２の撮像素子毎に分類して記憶部に保
存する。このような画像表示装置４は、かかる被検体１内の多方向の画像群のうちの一方
の画像群に含まれる各画像と他方の画像群に含まれる各画像との少なくとも一つを所定の
表示領域内に順次表示する画像表示機能を有する。さらに、画像表示装置４は、医師また
は看護師等のユーザが被検体１内の画像を観察（検査）して被検体１を診断するための処
理機能を有する。この場合、ユーザは、画像表示装置４に被検体１内の画像を順次表示さ
せて被検体１内の部位、例えば食道、胃、小腸、および大腸等を観察（検査）し、これを
もとに、被検体１を診断できる。
【００２８】
　つぎに、本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置４の構成について説明する。図２
は、本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置４の一構成例を模式的に示すブロック図
である。図２に示すように、この画像表示装置４は、各種情報またはデータを入力する入
力部１１と、被検体１内の画像およびＧＵＩ（Graphical User Interface）等を画面表示
する表示部１２と、被検体１内の画像等の携帯型記録媒体５に蓄積された保存データを取



(7) JP 4891646 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

り込むためのカードインターフェース（Ｉ／Ｆ）１３とを有する。また、画像表示装置４
は、外部のコンピュータまたはプリンタ等あるいは可搬の記録媒体に対して各種情報また
はデータを入出力するための入出力Ｉ／Ｆ１４と、被検体１の画像等の各種データを保存
する記憶部１５と、画像表示装置４の各構成部の駆動を制御する制御部１６とを有する。
【００２９】
　入力部１１は、キーボードおよびマウス等の入力デバイスを用いて実現され、ユーザに
よる入力操作によって、制御部１６に各種情報またはデータを入力する。具体的には、入
力部１１は、制御部１６に対して指示する指示情報、被検体１に関する患者情報、表示部
１２に表示する被検体１の画像の画像表示モードを設定するための設定情報、かかる画像
表示モードで被検体１の画像を表示するために必要なデータ等を入力する。
【００３０】
　なお、この患者情報は、被検体１に対するカプセル型内視鏡検査を行うための受信装置
として受信装置３を初期設定するために、例えば携帯型記録媒体５を媒介して受信装置３
に登録されるものである。かかる患者情報として、例えば被検体１の患者名、性別、生年
月日、および患者ＩＤ等が例示される。
【００３１】
　表示部１２は、ＣＲＴディスプレイまたは液晶ディスプレイ等の各種ディスプレイを用
いて実現され、制御部１６によって表示指示された各種情報またはデータ等を表示する。
具体的には、表示部１２は、被検体１を観察し診断するための各種情報およびデータ、例
えば、カプセル型内視鏡２の撮像素子群によって撮像された被検体１の複数の画像のうち
の２つの画像群にそれぞれ含まれる各画像等を表示する。また、表示部１２は、かかる被
検体１の画像を表示する各種画像表示モードを設定する設定手段として機能するＧＵＩを
表示する。このようなＧＵＩは、各種画像表示モードを設定する他に、設定した画像表示
モードで被検体１の画像を表示するために必要なデータ（例えば後述する時間差データ）
を設定する設定手段として機能し、さらに、かかる被検体１の画像を表示操作する操作手
段として機能する。
【００３２】
　カードＩ／Ｆ１３は、上述した携帯型記録媒体５の保存データを取り込むためのもので
ある。具体的には、カードＩ／Ｆ１３は、携帯型記録媒体５が着脱可能に挿着され、かか
る携帯型記録媒体５に蓄積された保存データを読み出すとともに、得られた保存データを
制御部１６に転送する。また、カードＩ／Ｆ１３は、挿着された携帯型記録媒体５に対し
、制御部１６によって書き込み指示された情報、例えば上述した患者情報等を書き込む。
【００３３】
　入出力Ｉ／Ｆ１４は、例えば外部のコンピュータまたはプリンタ等の周辺機器と画像表
示装置４との間で各種データを入出力し、あるいは、挿着された可搬な記録媒体と画像表
示装置４との間で各種データを入出力する。具体的には、入出力Ｉ／Ｆ１４は、フレキシ
ブルディスク（ＦＤ）、コンパクトディスク（ＣＤ）、またはＤＶＤ（Digital Versatil
e Disk）等の可搬な記録媒体を着脱可能に挿着でき、挿着された記録媒体に対して各種デ
ータの読取処理または書込処理を行うドライブ等を用いて実現される。また、入出力Ｉ／
Ｆ１４は、所定のケーブルまたはＬＡＮを介して外部のコンピュータまたはプリンタ等の
周辺機器にデータ通信可能な構造を有する。このような入出力Ｉ／Ｆ１４は、制御部１６
によって書き込み指示されたデータをドライブ内の記録媒体に書き込み、または、制御部
１６によって出力指示されたデータを外部のコンピュータまたはプリンタ等の周辺機器に
出力する。また、入出力Ｉ／Ｆ１４は、制御部１６によって読み取り指示されたデータを
ドライブ内の記録媒体から読み取り、得られたデータを制御部１６に転送する。
【００３４】
　記憶部１５は、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、またはハードディスク等の各種データおよび情
報の保存および読み出しが可能な情報記録手段を用いて実現され、制御部１６によって書
き込み指示された情報またはデータを保存し、制御部１６によって読み出し指示された保
存情報または保存データを制御部１６に送信する。このような記憶部１５は、被検体１の
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画像群、患者情報、および検査情報（例えば検査日および検査ＩＤ）等を含む被検体１の
検査ファイルを保持管理するための検査フォルダ１５ａと、画像表示装置４の処理機能に
よって生成した被検体１のカルテ（レポート）、静止画像、および動画像等の各種ファイ
ルを保持管理するための管理フォルダ１５ｂとを有する。この場合、記憶部１５は、かか
る検査フォルダ１５ａ内に、上述した多眼のカプセル型内視鏡２の撮像素子群によって撮
像された被検体１内の画像群のうちの第１画像群ＰＧ１と第２画像群ＰＧ２とを保存する
。
【００３５】
　なお、かかる第１画像群ＰＧ１および第２画像群ＰＧ２は、上述した多眼のカプセル型
内視鏡２に搭載した撮像素子群のうちの互いに異なる方向の画像を撮像する２つの撮像素
子によってそれぞれ撮像された画像群である。例えば、第１画像群ＰＧ１は、カプセル型
内視鏡２の前方向（すなわち被検体１の消化管内における進行方向）の画像を撮像する撮
像素子によって撮像されたものである。一方、第２画像群ＰＧ２は、カプセル型内視鏡２
の後方向（すなわち被検体１の消化管内における進行方向に対して反対方向）の画像を撮
像する撮像素子によって撮像されたものである。
【００３６】
　制御部１６は、上述したように、画像表示装置４の各構成部、例えば入力部１１、表示
部１２、カードＩ／Ｆ１３、入出力Ｉ／Ｆ１４、および記憶部１５の各駆動を制御し、か
かる各構成部との間の情報の入出力を制御する。具体的には、制御部１６は、携帯型記録
媒体５を媒介にして取得した被検体１の多方向の画像群（例えば上述した第１画像群ＰＧ
１および第２画像群ＰＧ２）と、かかる多方向の画像群に含まれる各画像の撮像時刻に関
する時間情報と、被検体１の患者情報と、被検体１に対する検査情報とを対応付けてファ
イル化した検査ファイルを生成し、得られた検査ファイルを検査フォルダ１５ａに保存す
る。この場合、制御部１６は、かかる検査フォルダ１５ａに保存した各検査ファイルを例
えば被検体毎または検査ＩＤ毎に保持管理する。
【００３７】
　このような制御部１６は、表示制御部１６ａ、画像処理部１６ｂ、レポート作成部１６
ｃ、および画像ファイル作成部１６ｄを有する。表示制御部１６ａは、複数の画像表示モ
ードを有し、かかる複数の画像表示モードの中から選択したモードに応じて表示部１２の
表示動作を制御する。
【００３８】
　画像処理部１６ｂは、携帯型記録媒体５を媒介して取得した被検体１内の複数の画像群
に対して各種処理を行う。具体的には、画像処理部１６ｂは、携帯型記録媒体５を媒介し
て取得した複数の画像群に対して所定の画像処理を行い、かかる複数の画像群（すなわち
多方向の画像群）をカプセル型内視鏡２の撮像素子毎に分類し、分類した各画像群（例え
ば第１画像群および第２画像群）を記憶部１５に保存する。また、画像処理部１６ｂは、
入力部１１によって入力された指示情報に基づいて、表示部１２の表示領域に表示された
画像の縮小画像（例えばサムネイル画像）を作成する。
【００３９】
　レポート作成部１６ｃは、入力部１１によって入力された各種情報および被検体１の画
像等を用いて、被検体１に関する診断結果等を記載したレポートを作成する。画像ファイ
ル作成部１６ｄは、検査ファイルに含まれる画像群（例えば被検体１の第１画像群ＰＧ１
または第２画像群ＰＧ２）をもとに、所望の静止画像または動画像の画像ファイルを作成
する。
【００４０】
　つぎに、表示部１２の表示画面を具体的に例示し、表示部１２に表示した各種ＧＵＩと
表示部１２の表示動作を制御する表示制御部１６ａの動作とを説明する。図３は、表示部
１２に表示される各種ＧＵＩの一具体例を模式的に示す模式図である。表示制御部１６ａ
は、制御部１６によって所定のログイン処理が行われた場合、図３に示すようなウィンド
ウＷ１を表示部１２に表示させる。
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【００４１】
　このウィンドウＷ１には、記憶部１５の検査フォルダ１５ａ内に保存された第１画像群
ＰＧ１に含まれる画像Ｐn（ｎ＝０，１，２，３，…）と、第２画像群ＰＧ２に含まれる
画像Ｑm（ｍ＝０，１，２，３，…）と、上述した各種ＧＵＩとが表示される。具体的に
は、図３に示すように、ウィンドウＷ１には、かかる画像Ｐn，Ｑmを表示する主画像表示
領域１００と、主画像表示領域１００に表示する画像の各種表示操作を行うための操作Ｇ
ＵＩである表示操作アイコン群１１０と、主画像表示領域１００に表示された画像の縮小
画像（例えばサムネイル画像）を作成指示するためのＧＵＩであるキャプチャーアイコン
１２０とが形成される。この場合、主画像表示領域１００は、かかる画像Ｐnを順次表示
する表示領域１０１と、かかる画像Ｑmを順次表示する表示領域１０２とを有する。
【００４２】
　また、ウィンドウＷ１には、上述した表示制御部１６ａが有する複数の画像表示モード
のうちのいずれかを設定する設定ＧＵＩである同期アイコン１３０と、主画像表示領域１
００内の各表示領域１０１，１０２にそれぞれ表示される画像Ｐnの撮像時刻とＱmの撮像
時刻との時間差ΔＴを設定するデータ設定領域１３１とが形成される。さらに、ウィンド
ウＷ１には、主画像表示領域１００に表示される第１画像群ＰＧ１および第２画像群ＰＧ
２の時間的な長さ（例えば第１画像群ＰＧ１および第２画像群ＰＧ２の撮像開始からの経
過時間）を示すタイムスケールＴＳと、表示領域１０１に表示されている画像Ｐnの時間
的な位置（すなわち画像Ｐnに時間的に対応するタイムスケールＴＳ上の位置）を指し示
すＧＵＩであるタイムスライダ１３２と、表示領域１０２に表示されている画像Ｑmの時
間的な位置（すなわち画像Ｑmに時間的に対応するタイムスケールＴＳ上の位置）を指し
示すＧＵＩであるタイムスライダ１３３とが形成される。
【００４３】
　ここで、タイムスライダ１３２は、表示領域１０１に表示されている画像Ｐnの時間的
な位置を指し示すとともに、表示制御部１６ａの制御に基づいて、表示領域１０１におけ
る画像Ｐnの切り替わりに同期してタイムスケールＴＳ上を時系列の順方向または逆方向
に移動する。この場合、表示制御部１６ａは、かかるタイムスライダ１３２の移動に同期
して、このタイムスライダ１３２によって指し示される現在の時間的な位置に対応する画
像Ｐnを表示領域１０１に表示させる。一方、タイムスライダ１３３は、表示領域１０２
に表示されている画像Ｑmの時間的な位置を指し示すとともに、表示制御部１６ａの制御
に基づいて、表示領域１０２における画像Ｑmの切り替わりに同期してタイムスケールＴ
Ｓ上を時系列の順方向または逆方向に移動する。この場合、表示制御部１６ａは、かかる
タイムスライダ１３３の移動に同期して、このタイムスライダ１３３によって指し示され
る現在の時間的な位置に対応する画像Ｑmを表示領域１０２に表示させる。
【００４４】
　このようなタイムスライダ１３２，１３３は、入力部１１を用いてドラッグ操作するこ
とによって、上述したデータ設定領域１３１と同様に画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを設定で
きる。この場合、図３に示すように、かかるタイムスライダ１３２，１３３によって指し
示される時間的な位置の間隔が、データ設定領域１３１に表示される画像Ｐn，Ｑmの時間
差ΔＴに対応する。
【００４５】
　したがって、上述した同期アイコン１３０、データ設定領域１３１、およびタイムスラ
イダ１３２，１３３は、時間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に
同期表示する同期表示モードを表示制御部１６ａの画像表示モードとして設定する設定手
段として機能するＧＵＩである。このような同期アイコン１３０は、入力部１１を用いて
クリック操作が行われた場合に同期表示モードを設定する。具体的には、入力部１１は、
同期アイコン１３０のクリック操作を１度行うことによって同期表示モードを設定指示す
る設定情報を制御部１６に入力する。この場合、表示制御部１６ａは、入力部１１によっ
て入力された設定情報に基づいて、複数の画像表示モードの中から同期表示モードを選択
する。
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【００４６】
　また、同期アイコン１３０は、このようなクリック操作が再度行われた場合に表示制御
部１６ａの画像表示モードとして通常表示モードを設定する（すなわち同期表示モードを
解除する）。具体的には、入力部１１は、同期アイコン１３０のクリック操作を再度行う
ことによって通常表示モードを設定指示する設定情報を制御部１６に入力する。この場合
、表示制御部１６ａは、入力部１１によって入力された設定情報に基づいて、複数の画像
表示モードの中から通常表示モードを選択する。
【００４７】
　なお、かかる同期表示モードは、画像Ｐnと該画像Ｐnに共通する被写体（例えば病変部
Ｅ）が撮像された画像Ｑmとを各表示領域１０１，１０２に同期表示する画像表示モード
である。このような同期表示モードにおいて、各表示領域１０１，１０２に同期表示され
た画像Ｐn，Ｑmの各撮像時刻の差は、上述したデータ設定領域１３１またはタイムスライ
ダ１３２，１３３によって設定された時間差ΔＴとほぼ同等である。この場合、第１画像
群ＰＧ１における画像Ｐnのフレーム番号ｎ（ｎ＝０，１，２，３，…）と第２画像群Ｐ
Ｇ２における画像Ｑmのフレーム番号ｍ（ｍ＝０，１，２，３，…）との差は、かかる時
間差ΔＴに対応する。例えば、第１画像群ＰＧ１および第２画像群ＰＧ２がともに１画像
当たり０．５秒間隔で撮像されたものである場合、画像Ｐn，Ｑmの撮像時刻の時間差ΔＴ
を１０００ｍｓｅｃに設定すれば、かかる画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号の差（ｍ－ｎ）は
２である。
【００４８】
　一方、上述した通常表示モードは、時間差ΔＴによらず、各表示領域１０１，１０２に
画像Ｐn，Ｑmをフレーム番号に沿って順次表示する画像表示モードである。かかる通常表
示モードにおいて、各表示領域１０１，１０２に表示された画像Ｐn，Ｑmの各フレーム番
号ｎ，ｍは、通常、同値である。
【００４９】
　また、図３に示すように、ウィンドウＷ１は、キャプチャーアイコン１２０のクリック
操作によって作成指示された画像Ｐn，Ｑmの各縮小画像を追加表示する副画像表示領域１
４０と、この副画像表示領域１４０に表示された縮小画像（例えばサムネイル画像）のス
クロール操作を行うためのスクロールバー１４１とが形成される。具体的には、入力部１
１は、キャプチャーアイコン１２０のクリック操作を行うことによって、各表示領域１０
１，１０２に表示されている画像Ｐn，Ｑmの縮小画像を作成指示する指示情報を制御部１
６に入力する。この場合、画像処理部１６ｂは、かかる指示情報が入力部１１によって入
力される毎に、画像Ｐn，Ｑmの各縮小画像を作成する。表示制御部１６ａは、かかる画像
処理部１６ｂによって作成された縮小画像を記憶部１５に保存するとともに副画像表示領
域１４０に順次追加表示させる。このようにして、副画像表示領域１４０には、例えば、
表示領域１０１に表示された画像に対応するサムネイル画像ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，Ｓ
Ｐ５と、表示領域１０２に表示された画像に対応するサムネイル画像ＳＰ４，ＳＰ６とが
表示される。
【００５０】
　その他、ウィンドウＷ１には、入力部１１の操作によって各種ＧＵＩのクリック操作ま
たはドラッグ操作等を行うためのカーソルＫと、このようなウィンドウＷ１を閉じるため
のＣｌｏｓｅアイコン１５０とが形成される。
【００５１】
　ここで、かかるウィンドウＷ１に表示された表示操作アイコン群１１０は、再生アイコ
ン１１１と、コマ再生アイコン１１２と、頭出しアイコン１１３と、逆再生アイコン１１
４と、逆コマ再生アイコン１１５と、逆頭出しアイコン１１６とからなる。このような表
示操作アイコン群１１０は、入力部１１を用いたクリック操作によって各表示領域１０１
，１０２の画像Ｐn，Ｑmの表示操作を設定する。この場合、入力部１１は、表示操作アイ
コン群１１０のいずれかをクリック操作することによって、かかる表示操作アイコン群１
１０に含まれるアイコンに応じた表示指示情報を制御部１６に入力する。表示制御部１６
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ａは、かかる入力部１１によって入力された表示指示情報に基づいて、各表示領域１０１
，１０２に画像Ｐn，Ｑmを順次表示させる。
【００５２】
　具体的には、表示制御部１６ａは、再生アイコン１１１のクリック操作が行われた場合
、各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを時系列の順方向に沿って順次表示させ、コ
マ再生アイコン１１２のクリック操作が行われた場合、その都度、各表示領域１０１，１
０２に画像Ｐn，Ｑmを時系列の順方向に沿って順次表示させる。また、表示制御部１６ａ
は、逆再生アイコン１１４のクリック操作が行われた場合、各表示領域１０１，１０２に
画像Ｐn，Ｑmを時系列の逆方向に沿って順次表示させ、逆コマ再生アイコン１１５のクリ
ック操作が行われた場合、その都度、各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを時系列
の逆方向に沿って順次表示させる。
【００５３】
　一方、表示制御部１６ａは、頭出しアイコン１１３のクリック操作が行われた場合、第
１画像群ＰＧ１の最後尾の画像を表示領域１０１に表示させるとともに、第２画像群ＰＧ
２の最後尾の画像を表示領域１０２に表示させる。また、表示制御部１６ａは、逆頭出し
アイコン１１６のクリック操作が行われた場合、第１画像群ＰＧ１の先頭の画像を表示領
域１０１に表示させるとともに、第２画像群ＰＧ２の先頭の画像を表示領域１０２に表示
させる。
【００５４】
　なお、上述した表示領域１０１，１０２は、画像が表示される場合に所定の色または模
様によって枠状に強調表示される。この場合、表示領域１０１に表示される画像Ｐnの時
間的な位置を指し示すタイムスライダ１３２および表示領域１０１に表示された画像に対
応するサムネイル画像ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ５は、かかる表示領域１０１の強調
表示と同様に強調表示される。また、表示領域１０２に表示される画像Ｑmの時間的な位
置を指し示すタイムスライダ１３３および表示領域１０２に表示された画像に対応するサ
ムネイル画像ＳＰ４，ＳＰ６は、かかる表示領域１０２の強調表示と同様に強調表示され
る。このような強調表示によって、表示領域１０１とタイムスライダ１３２とサムネイル
画像ＳＰ１，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ５との対応付けを容易に視認でき、且つ、表示領域１
０２とタイムスライダ１３３とサムネイル画像ＳＰ４，ＳＰ６との対応付けを容易に視認
できる。
【００５５】
　つぎに、上述したデータ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，１３３を用いた
時間差ΔＴの設定について説明する。図４は、データ設定領域１３１またはタイムスライ
ダ１３２，１３３を用いた時間差ΔＴの設定手順を説明するための模式図である。
【００５６】
　図４において、まず、主画像表示領域１００の各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，
Ｑmをそれぞれ表示させる。つぎに、第１画像群ＰＧ１がカプセル型内視鏡２の前方向に
撮像視野を向ける撮像素子によって撮像されたものである場合、各表示領域１０１，１０
２に表示した画像Ｐn，Ｑmを参照しつつ入力部１１を用いてタイムスライダ１３３をドラ
ッグ操作し、タイムスライダ１３３を移動させるとともに画像Ｑmを順次切り替える。か
かるタイムスライダ１３３のドラッグ操作によって、表示領域１０１に現在表示されてい
る画像Ｐnに共通する被写体が撮像された画像Ｑmを第２画像群ＰＧ２の中から探し出し、
かかる画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に表示させる。この場合、かかる画像Ｐ

n，Ｑmは、互いに共通する被写体を異なる方向からそれぞれ撮像したものになる。
【００５７】
　この状態において、タイムスライダ１３２，１３３の間隔は、かかる画像Ｐn，Ｑmの時
間差ΔＴに対応する。このようにして、タイムスライダ１３２，１３３は、かかる画像Ｐ

n，Ｑmの時間差ΔＴを設定できる。この場合、データ設定領域１３１には、かかるタイム
スライダ１３２，１３３によって設定された時間差ΔＴの数値が表示される。
【００５８】
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　あるいは、病変部Ｅまたは消化管内の特徴的な内壁が視点を変えて撮像された画像Ｐn

，Ｑmを探し出すようにタイムスライダ１３２，１３３のドラッグ操作を行って、画像Ｐn

，Ｑmの時間差ΔＴを設定してもよい。
【００５９】
　具体的には、主画像表示領域１００の各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmをそれ
ぞれ表示させた後、表示領域１０１に表示した画像Ｐnを参照しつつ入力部１１を用いて
タイムスライダ１３２をドラッグ操作し、タイムスライダ１３２を移動させるとともに画
像Ｐnを順次切り替える。かかるタイムスライダ１３２のドラッグ操作によって、特徴的
な被写体（例えば病変部Ｅまたは消化管内の特徴的な内壁）が撮像された画像Ｐnを第１
画像群ＰＧ１の中から探し出し、かかる特徴的な被写体の画像Ｐnを表示領域１０１に表
示させる。
【００６０】
　つぎに、表示領域１０２に表示した画像Ｑmを参照しつつ入力部１１を用いてタイムス
ライダ１３３をドラッグ操作し、タイムスライダ１３３を移動させるとともに画像Ｑmを
順次切り替える。かかるタイムスライダ１３３のドラッグ操作によって、上述した画像Ｐ

nに共通する特徴的な被写体が撮像された画像Ｑmを第２画像群ＰＧ２の中から探し出し、
かかる特徴的な被写体の画像Ｑmを表示領域１０２に表示させる。この場合、かかる画像
Ｐn，Ｑmは、互いに共通する特徴的な被写体を異なる方向からそれぞれ撮像したものにな
る。
【００６１】
　この状態において、タイムスライダ１３２，１３３の間隔は、かかる画像Ｐn，Ｑmの時
間差ΔＴに対応し、この結果、タイムスライダ１３２，１３３は、かかる画像Ｐn，Ｑmの
時間差ΔＴを設定できる。この場合も、データ設定領域１３１には、かかるタイムスライ
ダ１３２，１３３によって設定された時間差ΔＴの数値が表示される。
【００６２】
　なお、かかる画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴは、入力部１１を用いてデータ設定領域１３１
に直接数値入力しても設定できる。この場合、タイムスライダ１３２，１３３は、データ
設定領域１３１に入力された時間差ΔＴに対応する間隔をなすように移動する。
【００６３】
　このようなデータ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，１３３によって時間差
ΔＴが設定された場合、入力部１１は、かかる時間差ΔＴに対応する時間差データを制御
部１６に入力する。この場合、制御部１６は、かかる入力部１１によって入力された時間
差データを記憶部１５に保存し、この時間差データを上述した同期表示モードにおける画
像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴとして保持管理する。また、制御部１６は、かかるデータ設定領
域１３１またはタイムスライダ１３２，１３３によって時間差ΔＴが再設定された場合、
記憶部１５に保持管理していた時間差データを再設定後（すなわち変更後）の時間差ΔＴ
に対応する時間差データに更新する。
【００６４】
　つぎに、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを同期表示
する制御を行う制御部１６の動作について説明する。図５は、ＧＵＩを用いて設定した時
間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示させる制御部１６
の処理手順を説明するフローチャートである。
【００６５】
　図５において、まず、制御部１６は、上述した同期アイコン１３０によって設定された
同期表示モードを画像表示モードとして選択する（ステップＳ１０１）。この場合、表示
制御部１６ａは、同期アイコン１３０のクリック操作によって入力部１１から入力される
設定情報に基づいて、複数の画像表示モードの中から同期表示モードを選択する。このよ
うに同期表示モードが設定された場合、制御部１６は、上述したデータ設定領域１３１ま
たはタイムスライダ１３２，１３３によって設定された時間差データを記憶部１５から読
み出す（ステップＳ１０２）。表示制御部１６ａは、このように読み出した時間差データ
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を同期表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴとして取得する。
【００６６】
　つぎに、制御部１６は、第１画像群ＰＧ１のフレーム番号を初期化する（ステップＳ１
０３）。この場合、表示制御部１６ａは、第１画像群ＰＧ１のうちの表示処理対象の画像
のフレーム番号ｎを初期化する（例えばｎ＝０にする）。続いて、制御部１６は、設定さ
れた時間差データをもとに、第２画像群ＰＧ２のうちの表示処理対象のフレーム番号ｍを
算出する（ステップＳ１０４）。この場合、表示制御部１６ａは、上述したステップＳ１
０２において読み出した時間差データをもとに、表示領域１０１に同期表示する画像Ｐn

（例えばｎ＝０）に対して時間差ΔＴを有する画像Ｑmのフレーム番号ｍを算出する。
【００６７】
　その後、制御部１６は、かかる画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示があったか否かを判断する
（ステップＳ１０５）。具体的には、入力部１１は、上述した表示操作アイコン群１１０
に含まれるいずれかのアイコン（例えば再生アイコン１１１、コマ再生アイコン１１２、
頭出しアイコン１１３、逆再生アイコン１１４、逆コマ再生アイコン１１５、逆頭出しア
イコン１１６）をクリック操作した場合に、このクリック操作されたアイコンに対応した
表示指示情報を制御部１６に入力する。制御部１６は、かかる表示指示情報が入力部１１
から入力されない場合、画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示なしと判断し（ステップＳ１０５，
Ｎｏ）、このステップＳ１０５を繰り返す。すなわち、制御部１６は、かかる表示指示情
報が入力部１１によって入力されるまで、このステップＳ１０５を繰り返す。
【００６８】
　一方、制御部１６は、かかる表示指示情報が入力部１１から入力された場合、この入力
された表示指示情報に基づいて画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示ありと判断し（ステップＳ１
０５，Ｙｅｓ）、現在のフレーム番号ｎ，ｍの各画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０
２に同期表示させる（ステップＳ１０６）。この場合、表示制御部１６ａは、記憶部１５
に保存された第１画像群ＰＧ１の中から現在のフレーム番号ｎ（ｎ＝０，１，２，３，…
）の画像Ｐnを読み出し、得られた画像Ｐnを表示領域１０１に表示する制御を行う。かか
る画像Ｐnの表示に同期して、表示制御部１６ａは、記憶部１５に保存された第２画像群
ＰＧ２の中から現在のフレーム番号ｍの画像Ｑmを読み出し、得られた画像Ｑmを表示領域
１０２に表示する制御を行う。このようにして、表示制御部１６ａは、設定された時間差
ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示させる。
【００６９】
　ここで、かかる現在のフレーム番号ｍは、ステップＳ１０６において表示領域１０１に
表示させた画像Ｐnに対して時間差ΔＴを有する画像Ｑmのフレーム番号である。したがっ
て、かかる現在のフレーム番号ｍは、このフレーム番号ｎに対して時間差ΔＴに対応する
フレーム番号差α（α＝１，２，３，・・・）を有する。すなわち、かかるステップＳ１
０６において、表示制御部１６ａは、設定された時間差ΔＴに対応するフレーム番号差α
を有する画像Ｐn，Ｑm（ｍ＝ｎ＋α）を各表示領域１０１，１０２に表示させる。
【００７０】
　なお、かかるステップＳ１０６における現在のフレーム番号ｎは、上述したステップＳ
１０３において初期化したフレーム番号ｎ（＝０）または後述するステップＳ１０７にお
いて更新したフレーム番号ｎである。
【００７１】
　その後、制御部１６は、第１画像群ＰＧ１のフレーム番号ｎを更新する（ステップＳ１
０７）。この場合、表示制御部１６ａは、つぎのステップＳ１０６において表示領域１０
１に表示する画像Ｐnを記憶部１５から読み出すために第１画像群ＰＧ１のフレーム番号
ｎを更新（例えば＋１加算）する。
【００７２】
　つぎに、制御部１６は、上述したデータ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，
１３３によって時間差データが変更（再設定）されたか否かを判断する（ステップＳ１０
８）。具体的には、入力部１１は、データ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，
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１３３によって再設定された時間差データを制御部１６に入力する。制御部１６は、かか
る再設定された時間差データが入力部１１から入力されない場合、時間差ΔＴの変更なし
と判断し（ステップＳ１０８，Ｎｏ）、第２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍを更新する（
ステップＳ１０９）。この場合、表示制御部１６ａは、つぎのステップＳ１０６において
画像Ｐnに同期して表示領域１０２に表示する画像Ｑmを記憶部１５から読み出すために第
２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍ（ｍ＝ｎ＋α）をフレーム番号ｎに合わせて更新（例え
ば＋１加算）する。
【００７３】
　一方、制御部１６は、かかる再設定された時間差データが入力部１１から入力された場
合、この入力された時間差データに基づいて時間差ΔＴの変更ありと判断するとともに（
ステップＳ１０８，Ｙｅｓ）、記憶部１５内の時間差データを変更後の時間差ΔＴに対応
する時間差データに更新する。その後、制御部１６は、かかる変更後の時間差データをも
とに第２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍを算出する（ステップＳ１１０）。この場合、表
示制御部１６ａは、かかる変更後（再設定後）の時間差データをもとに、つぎのステップ
Ｓ１０６において表示領域１０１に同期表示する画像Ｐnに対して変更後の時間差ΔＴを
有する画像Ｑmのフレーム番号ｍ（ｍ＝ｎ＋β）を算出する。なお、このフレーム番号差
βは、かかる変更後の時間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差である。
【００７４】
　その後、制御部１６は、各表示領域１０１，１０２に画像Ｐｎ，Ｑｍを表示する制御に
対して一時停止指示があったか否かを判断する（ステップＳ１１１）。具体的には、制御
部１６は、上述したステップＳ１０５においてコマ再生アイコン１１２、頭出しアイコン
１１３、逆コマ再生アイコン１１５、および逆頭出しアイコン１１６のいずれかに対応す
る表示指示情報が入力部１１から入力された場合に一時停止指示ありと判断する（ステッ
プＳ１１１，Ｙｅｓ）。この場合、制御部１６は、上述したステップＳ１０５に戻り、こ
のステップＳ１０５以降の処理手順を繰り返す。
【００７５】
　一方、制御部１６は、上述したステップＳ１０５において再生アイコン１１１または逆
再生アイコン１１４に対応する表示指示情報が入力部１１から入力された場合に一時停止
指示なしと判断する（ステップＳ１１１，Ｎｏ）。この場合、制御部１６は、かかる同期
表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmの同期表示処理が終了したか否かを判断する（ステップ
Ｓ１１２）。
【００７６】
　具体的には、制御部１６は、上述したステップＳ１０７において更新したフレーム番号
ｎが第１画像群ＰＧ１のフレーム数以上である場合、あるいは、上述したステップＳ１０
９において更新したフレーム番号ｍまたは上述したステップＳ１１０において算出したフ
レーム番号ｍが第２画像群ＰＧ２のフレーム数以上である場合、かかる同期表示モードに
おける画像Ｐn，Ｑmの同期表示処理が終了したと判断し（ステップＳ１１２，Ｙｅｓ）、
かかる同期表示モードの同期表示処理を完了する。
【００７７】
　一方、制御部１６は、上述したステップＳ１０７において更新したフレーム番号ｎが第
１画像群ＰＧ１のフレーム数未満であり、且つ、上述したステップＳ１０９において更新
したフレーム番号ｍまたは上述したステップＳ１１０において算出したフレーム番号ｍが
第２画像群ＰＧ２のフレーム数未満である場合、かかる同期表示モードにおける画像Ｐn

，Ｑmの同期表示処理が終了していないと判断し（ステップＳ１１２，Ｎｏ）、上述した
ステップＳ１０６に戻る。その後、制御部１６は、このステップＳ１０６以降の処理手順
を繰り返す。
【００７８】
　つぎに、多眼のカプセル型内視鏡２の撮像素子群によって１画像当たり０．５秒間隔で
被検体１内の第１画像群ＰＧ１および第２画像群ＰＧ２を撮像した場合を例示して、同期
表示モードにおいて各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを順次同期表示する制御を
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行う制御部１６の動作を具体的に説明する。図６は、設定した時間差ΔＴを有する画像Ｐ

n，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に順次同期表示させる制御部１６の動作の一具体例を
説明するための模式図である。
【００７９】
　図６において、第１画像群ＰＧ１は、多眼のカプセル型内視鏡２に搭載した撮像素子群
のうち前方向（カプセル型内視鏡２の進行方向）に撮像視野を有する撮像素子２ａによっ
て例えば０．５秒間隔で撮像された画像群である。第２画像群ＰＧ２は、かかる撮像素子
群のうちの後方向（カプセル型内視鏡２の進行方向に対して反対方向）に撮像視野を有す
る撮像素子２ｂによって例えば０．５秒間隔で撮像された画像群である。制御部１６は、
携帯型記録媒体５を媒介して取り込んだ多方向の画像群を記憶部１５の検査フォルダ１５
ａ内に保存する。この場合、画像処理部１６ｂは、かかる多方向の画像群をカプセル型内
視鏡２の撮像素子毎に分類して第１画像群ＰＧ１と第２画像群ＰＧ２とを形成し、これら
を検査フォルダ１５ａ内に保存する。
【００８０】
　ここで、データ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，１３３によって時間差Δ
Ｔが設定され且つ同期アイコン１３０によって同期表示モードが設定された場合、制御部
１６は、上述したように、この時間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１
０２に同期表示させる。具体的には、この時間差ΔＴが例えば１０００ｍｓｅｃに設定さ
れた場合、表示制御部１６ａは、０．５秒間隔で撮像された第１画像群ＰＧ１の先頭の画
像Ｐ0（フレーム番号ｎ＝０）と、０．５秒間隔で撮像された第２画像群ＰＧ２の中から
画像Ｐ0に対して１０００ｍｓｅｃの時間差ΔＴを有する画像Ｑ2とを各表示領域１０１，
１０２に同期表示させる。その後、表示制御部１６ａは、各表示領域１０１，１０２に対
し、フレーム番号ｎ＝１の画像Ｐ1と該画像Ｐ1に対して１０００ｍｓｅｃの時間差ΔＴを
有する画像Ｑ3とを同期表示させ、フレーム番号ｎ＝２の画像Ｐ2と該画像Ｐ2に対して１
０００ｍｓｅｃの時間差ΔＴを有する画像Ｑ4とを同期表示させ、フレーム番号ｎ＝３の
画像Ｐ3と該画像Ｐ3に対して１０００ｍｓｅｃの時間差ΔＴを有する画像Ｑ5とを同期表
示させる。
【００８１】
　このように、表示制御部１６ａは、フレーム番号ｎの画像Ｐnと該画像Ｐnに対して１０
００ｍｓｅｃの時間差ΔＴを有する画像Ｑm（ｍ＝ｎ＋α）とを各表示領域１０１，１０
２に順次同期表示させる。なお、第１画像群ＰＧ１および第２画像群ＰＧ２がそれぞれ１
画像当たり０．５秒間隔で撮像された場合、１０００ｍｓｅｃの時間差ΔＴを有する画像
Ｐn，Ｑmのフレーム番号差αは２である。
【００８２】
　また、表示制御部１６ａは、データ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，１３
３によって時間差ΔＴが変更（再設定）された場合、その都度、各表示領域１０１，１０
２に同期表示させる画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを変更後の時間差ΔＴに切り替える。この
場合、表示制御部１６ａは、かかる変更後のΔＴに対応するフレーム番号差β（β：整数
）を有する画像Ｐn，Ｑm（ｍ＝ｎ＋β）を各表示領域１０１，１０２に順次同期表示させ
る。
【００８３】
　つぎに、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，１０２に同期表示される画像Ｐn

，Ｑmについて説明する。図７は、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，１０２に
同期表示した画像Ｐn，Ｑmの関係を説明するための模式図である。図７に示すように、設
定された時間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑm（例えばｍ＝ｎ＋２）は、同期表示モードにお
ける表示制御部１６ａの制御に基づいて、主画像表示領域１００内の各表示領域１０１，
１０２に同期表示される。
【００８４】
　このように各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを同期表示した場合、この画像Ｑ

mには、この画像Ｐnに共通する被写体が撮像されている。具体的には、撮像素子２ａは、
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カプセル型内視鏡２の前方向（すなわち被検体１の消化管内におけるカプセル型内視鏡２
の進行方向）に位置する例えば病変部Ｅを被写体に含む画像Ｐnを撮像する。一方、撮像
素子２ｂは、カプセル型内視鏡２が病変部Ｅの位置を通過した後、このカプセル型内視鏡
２の後方向に位置する病変部Ｅを被写体に含む画像Ｑmを撮像する。
【００８５】
　ここで、かかる病変部Ｅが撮像素子２ａによって一撮像方向から撮像されてから撮像素
子２ｂによって他の撮像方向から撮像されるまでの経過時間は、同期表示モードにおいて
各表示領域１０１，１０２に同期表示される画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴとほぼ同等である
。すなわち、かかる経過時間とほぼ同等の時間差ΔＴをデータ設定領域１３１またはタイ
ムスライダ１３２，１３３を用いて設定することによって、かかる時間差ΔＴを有する画
像Ｐn，Ｑmは、互いに共通する被写体（例えば病変部Ｅ）を異なる撮像方向からそれぞれ
撮像して得られる画像同士になる。
【００８６】
　なお、かかる経過時間は、撮像素子２ａがカプセル型内視鏡２の前方に位置する病変部
Ｅを撮像してから、カプセル型内視鏡２が病変部Ｅの位置を通過し、その後、撮像素子２
ｂがカプセル型内視鏡２の後方に位置する病変部Ｅを撮像するまでに経過した時間である
。
【００８７】
　このように互いに共通する被写体が撮像された画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０
２に順次同期表示することによって、医師または看護師等のユーザは、被検体１内の画像
を容易に観察できるとともに、例えば病変部Ｅ等の特徴的な部位および一方向からでは観
察し難い消化管の内壁（例えばひだ状の部位）等を複数の方向から容易に観察することが
できる。
【００８８】
　つぎに、制御部１６が有するレポート作成部１６ｃについて説明する。レポート作成部
１６ｃは、上述したように、入力部１１によって入力された各種情報および被検体１の画
像等を用いて、この被検体１に関する診断結果等を記載したレポートを作成する。この場
合、レポート作成部１６ｃは、かかるレポートの所望の位置に、被検体１を検査した施設
のファシリティロゴを入れることができる。図８は、レポート内の所望の位置にファシリ
ティロゴを付するための設定ＧＵＩを表示するウィンドウの一具体例を示す模式図である
。
【００８９】
　図８に示すように、このウィンドウＷ２には、入出力Ｉ／Ｆ１４または記憶部１５の各
ドライブの中から所望のドライブを設定するためのドライブ設定部２０１と、ドライブ設
定部２０１によって設定されたドライブ内のファイルを一覧表示するファイル表示領域２
０２と、ファイル表示領域２０２の中から選択されたファイル内に保存されたファシリテ
ィロゴを表示するロゴ表示領域２０３とが形成される。また、ウィンドウＷ２には、レポ
ート内に入れるファシリティロゴの位置を設定するためのロゴ位置設定部２０４と、ロゴ
表示領域２０３に表示されたファシリティロゴを消去するためのＣｌｅａｒアイコン２０
５と、レポート内へのファシリティロゴの挿入を決定するためのＯＫアイコン２０６と、
かかるファシリティロゴの挿入設定をキャンセルするためのＣａｎｃｅｌアイコン２０７
とが形成される。
【００９０】
　ドライブ設定部２０１は、入力部１１の操作によって、入出力Ｉ／Ｆ１４および記憶部
１５の各ドライブのドロップダウンリストを表示し、このドロップリストの中から所望の
ドライブを設定する。ファイル表示領域２０２は、かかるドライブ設定部２０１によって
設定されたドライブ内のファイルを一覧表示する。かかるファイル表示領域２０２に一覧
表示されたファイルのうちの所望のファイルが、入力部１１のクリック操作によって選択
される。ロゴ表示領域２０３は、かかるファイル表示領域２０２の中から選択されたファ
イル内に保存されているファシリティロゴの画像を表示する。
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【００９１】
　ロゴ位置設定部２０４は、入力部１１の操作によって、レポート内に入れるファシリテ
ィロゴの位置のドロップダウンリストを表示し、このドロップリストの中から所望の位置
を設定する。かかるロゴ位置設定部２０４のドロップダウンリストには、例えば、レポー
ト内の上部の左、上部の右、上部の中央、下部の左、下部の右、および下部の中央等が含
まれる。レポート作成部１６ｃは、かかる入力部１１のクリック操作によってドロップダ
ウンリストの中から選択された所望の位置をレポート内におけるファシリティロゴの挿入
位置として選択する。
【００９２】
　レポート作成部１６ｃは、ＯＫアイコン２０６に対応する指示情報が入力部１１によっ
て入力された場合、かかるロゴ位置設定部２０４によって設定されたレポート内の位置に
、上述したロゴ表示領域２０３に表示されたファシリティロゴ、すなわち、ファイル表示
領域２０２の中から選択されたファイル内のファシリティロゴを挿入する。このようにし
て、レポート作成部１６ｃは、被検体１を検査した施設のファシリティロゴを被検体１に
関するレポート内に入れることができる。なお、レポート作成部１６ｃは、上述したロゴ
位置設定部２０４によってファシリティロゴの挿入位置が変更された場合、かかる設定変
更に対応して、レポート内におけるファシリティロゴの挿入位置を変更する。
【００９３】
　つぎに、被検体１のレポートに対するメーカロゴの挿入設定について説明する。レポー
ト作成部１６ｃは、デフォルト設定において被検体１のレポート内の所定位置（例えばフ
ッター）にメーカロゴを入れるが、かかるメーカロゴの挿入設定を変更することによって
、メーカロゴを入れずにレポートを作成することができる。図９は、レポート内に対する
メーカロゴの挿入設定を変更するための設定ＧＵＩを表示するウィンドウの一具体例を示
す模式図である。
【００９４】
　図９に示すように、このウィンドウＷ３には、メーカロゴ（マニュファクチュアロゴ）
をレポート内の所定位置に挿入するか否かを設定するためのチェックボックス２１０と、
ＯＫアイコン２１１と、Ｃａｎｃｅｌアイコン２１２とが形成される。ユーザは、レポー
ト内へのメーカロゴの挿入を希望する場合、入力部１１を操作して、チェックボックス２
１０をチェック有り状態（レ印が表示された状態）にし、ＯＫアイコン２１１をクリック
する。この場合、レポート作成部１６ｃは、レポート内に対するメーカロゴの挿入有りを
設定する設定情報が入力部１１によって入力され、かかる設定情報に基づいて、レポート
内の所定位置（例えばフッター）にメーカロゴを挿入する。
【００９５】
　一方、ユーザは、レポート内へのメーカロゴの挿入を希望しない場合、入力部１１を操
作して、チェックボックス２１０をチェック無し状態（レ印が表示されていない状態）に
し、ＯＫアイコン２１１をクリックする。この場合、レポート作成部１６ｃは、レポート
内に対するメーカロゴの挿入無しを設定する設定情報が入力部１１によって入力され、か
かる設定情報に基づいて、メーカロゴを入れずにレポートを作成する。なお、このような
メーカロゴの有無の設定は、サービス権限でログインした場合のみに切り替えることがで
きるようにしてもよい。
【００９６】
　つぎに、被検体１に関するレポートの作成について説明する。図１０は、レポートに記
載する所定のデータを設定するための設定ＧＵＩを表示するウィンドウの一具体例を示す
模式図である。図１０に示すように、このウィンドウＷ４には、レポートに記載する医師
名を設定する医師名テキストボックス２２０と、レポートに記載する施設名を設定する施
設名テキストボックス２２１と、レポートに記載する住所を設定する住所テキストボック
ス２２２と、レポートに記載する電話番号を設定する電話番号テキストボックス２２３と
、レポートに記載する電子メールアドレスを設定するメールアドレステキストボックス２
２４と、ＯＫアイコン２２５と、Ｃａｎｃｅｌアイコン２２６とが形成される。
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【００９７】
　医師名テキストボックス２２０には、入力部１１の操作によって、例えば被検体１を診
断した医師の名前が入力される。施設名テキストボックス２２１には、入力部１１の操作
によって、例えば被検体１を診断した病院等の施設名が入力される。住所テキストボック
ス２２２には、入力部１１の操作によって、例えば被検体１を診断した施設の住所が入力
される。電話番号テキストボックス２２３には、入力部１１の操作によって、例えば被検
体１を診断した施設の電話番号が入力される。メールアドレステキストボックス２２４に
は、入力部１１の操作によって、例えば被検体１を診断した医師宛または施設宛の電子メ
ールアドレスが入力される。
【００９８】
　入力部１１は、ＯＫアイコン２２５のクリック操作を行った場合、医師名テキストボッ
クス２２０、施設名テキストボックス２２１、住所テキストボックス２２２、電話番号テ
キストボックス２２３、およびメールアドレステキストボックス２２４のそれぞれに入力
された文字または数字等のテキストデータを制御部１６に入力する。この場合、レポート
作成部１６ｃは、このように入力部によって入力されたテキストデータに基づいて、レポ
ートに記載する医師名、施設名、住所、電話番号、および電子メールアドレスを把握する
。このようにして、レポートに記載する医師名、施設名、住所、電話番号、および電子メ
ールアドレスが設定される。レポート作成部１６ｃは、被検体１のレポートを作成する場
合、このように設定した医師名、施設名、住所、電話番号、および電子メールアドレスを
このレポート内の所定位置にそれぞれ自動的に挿入する。
【００９９】
　図１１は、被検体１のレポートを作成するためのＧＵＩを表示するウィンドウの一具体
例を示す模式図である。図１１に示すように、このウィンドウＷ５には、作成対象の被検
体１のレポートのフォーマットＲが形成され、かかるレポートのフォーマットＲ内に、レ
ポート内の所定位置に記載する医師名を設定する医師名設定部２３０と、レポート内の所
定位置に記載する施設名を設定する施設名設定部２３１と、レポート内の所定位置に記載
する住所を設定する住所設定部２３２と、レポート内の所定位置に記載する電話番号を設
定する電話番号設定部２３３と、レポート内の所定位置に記載する電子メールアドレスを
設定するメールアドレス設定部２３４とが形成される。また、ウィンドウＷ５には、かか
るレポートのフォーマットＲ内に、被検体１の診断結果に関する所見および要約等の診断
情報を入力するための診断情報テキストボックス２３５が形成され、かかるレポートのフ
ォーマットＲの近傍に、Ｓａｖｅアイコン２３６と、Ｅｘｐｏｒｔアイコン２３７とが形
成される。
【０１００】
　なお、レポート作成部１６ｃは、かかるレポートのフォーマットＲ内に、記憶部１５の
検査フォルダ１５ａ内に保存された被検体１の患者情報Ａ１と、被検体１内の画像Ａ２，
Ａ３と、かかる画像Ａ２，Ａ３の部位をそれぞれ推定するためのアンテナ配置図Ａ４，Ａ
５とを挿入する。
【０１０１】
　医師名設定部２３０は、レポート新規作成時に医師名テキストボックス２２０に入力さ
れた医師名が自動的に挿入される。医師名設定部２３０は、入力部１１の操作によって、
医師名のドロップダウンリストを表示し、かかる医師名のドロップリストの中から所望の
医師名を設定する。この場合、医師名設定部２３０は、上述した医師名テキストボックス
２２０に最初に入力された医師名と再入力された医師名とを含むドロップダウンリストを
表示する。レポート作成部１６ｃは、かかる医師名のドロップダウンリストの中から選択
された所望の医師名をレポートに挿入することができる。
【０１０２】
　施設名設定部２３１は、レポート新規作成時に施設名テキストボックス２２１に入力さ
れた施設名が自動的に挿入される。施設名設定部２３１は、入力部１１の操作によって、
施設名のドロップダウンリストを表示し、かかる施設名のドロップリストの中から所望の
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施設名を設定する。この場合、施設名設定部２３１は、上述した施設名テキストボックス
２２１に最初に入力された施設名と再入力された施設名とを含むドロップダウンリストを
表示する。レポート作成部１６ｃは、かかる施設名のドロップダウンリストの中から選択
された所望の施設名をレポートに挿入することができる。
【０１０３】
　住所設定部２３２は、レポート新規作成時に住所テキストボックス２２２に入力された
住所が自動的に挿入される。住所設定部２３２は、入力部１１の操作によって、住所のド
ロップダウンリストを表示し、かかる住所のドロップリストの中から所望の住所を設定す
る。この場合、住所設定部２３２は、上述した住所テキストボックス２２２に最初に入力
された住所と再入力された住所とを含むドロップダウンリストを表示する。レポート作成
部１６ｃは、かかる住所のドロップダウンリストの中から選択された所望の住所をレポー
トに挿入することができる。
【０１０４】
　電話番号設定部２３３は、レポート新規作成時に電話番号テキストボックス２２３に入
力された電話番号が自動的に挿入される。電話番号設定部２３３は、入力部１１の操作に
よって、電話番号のドロップダウンリストを表示し、かかる電話番号のドロップリストの
中から所望の電話番号を設定する。この場合、電話番号設定部２３３は、上述した電話番
号テキストボックス２２３に最初に入力された電話番号と再入力された電話番号とを含む
ドロップダウンリストを表示する。レポート作成部１６ｃは、かかる電話番号のドロップ
ダウンリストの中から選択された所望の電話番号をレポートに挿入することができる。
【０１０５】
　メールアドレス設定部２３４は、レポート新規作成時にメールアドレステキストボック
ス２２４に入力された電子メールアドレスが自動的に挿入される。メールアドレス設定部
２３４は、入力部１１の操作によって、電子メールアドレスのドロップダウンリストを表
示し、かかる電子メールアドレスのドロップリストの中から所望の電子メールアドレスを
設定する。この場合、メールアドレス設定部２３４は、上述したメールアドレステキスト
ボックス２２４に最初に入力された電子メールアドレスと再入力された電子メールアドレ
スとを含むドロップダウンリストを表示する。レポート作成部１６ｃは、かかる電子メー
ルアドレスのドロップダウンリストの中から選択された所望の電子メールアドレスをレポ
ートに挿入することができる。
【０１０６】
　レポート作成部１６ｃは、上述したように設定された医師名、施設名、住所、電話番号
、および電子メールアドレスと、被検体１の患者情報Ａ１と、診断情報テキストボックス
２３５に入力された被検体１の診断情報と、被検体１内の画像Ａ２，Ａ３と、アンテナ配
置図Ａ４，Ａ５とをそれぞれの所定位置に挿入したレポートを作成する。
【０１０７】
　かかるレポート作成部１６ｃによって作成された被検体１のレポートファイル（レポー
トデータ）は、入力部１１を用いたＳａｖｅアイコン２３６のクリック操作が行われた場
合、制御部１６の制御に基づいて記憶部１５の管理フォルダ１５ｂ内に保存される。また
、かかる被検体１のレポートファイルは、入力部１１を用いたＥｘｐｏｒｔアイコン２３
７のクリック操作が行われた場合、制御部１６の制御に基づいて入出力Ｉ／Ｆ１４のドラ
イブ内に挿着された可搬な記録媒体（ＦＤ、ＣＤ、ＤＶＤ等）に出力（記録）される。
【０１０８】
　つぎに、制御部１６が有する画像ファイル作成部１６ｄについて説明する。画像ファイ
ル作成部１６ｄは、上述したように、検査フォルダ１５ａ内に保存された検査ファイルに
含まれる画像群（例えば第１画像群ＰＧ１、第２画像群ＰＧ２）をもとに、所望の静止画
像または動画像の画像ファイルを作成する。
【０１０９】
　具体的には、画像ファイル作成部１６ｄは、入力部１１によって入力された指示情報に
基づいて、例えば被検体１の第１画像群ＰＧ１または第２画像群ＰＧ２の中から所望の画
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像を１以上抽出し、抽出した１以上の画像をもとに静止画像ファイルまたは動画像ファイ
ルを作成する。この場合、制御部１６は、かかる画像ファイル生成部１６ｄによって作成
された静止画像ファイルまたは動画像ファイルを記憶部１５の管理フォルダ１５ｂ内に保
存する。
【０１１０】
　なお、かかる画像ファイル作成部１６ｄによって作成された静止画像ファイルは、例え
ばＧＩＦ、ＪＰＥＧ、またはＴＩＦ等の汎用の静止画像データ形式によって出力可能な画
像ファイルである。また、かかる画像ファイル作成部１６ｄによって作成された動画像フ
ァイルは、例えばＷＭＶまたはＭＰＥＧ等の汎用の動画像データ形式によって出力可能な
画像ファイルである。
【０１１１】
　図１２は、画像ファイル作成部１６ｄによって作成された被検体１の静止画像ファイル
または動画像ファイルを所望のドライブに出力するためのＧＵＩを表示するウィンドウの
一具体例を示す模式図である。図１２に示すように、このウィンドウＷ６には、静止画像
ファイルを一覧表示する静止画像ファイル表示領域２４０と、動画像ファイルを一覧表示
する動画像ファイル表示領域２４１と、出力対象の静止画像ファイルおよび動画像ファイ
ルを表示する出力ファイル表示領域２４２と、出力対象の静止画像ファイルまたは動画像
ファイルを出力ファイル表示領域２４２に追加するための追加アイコン２４３とが形成さ
れる。また、ウィンドウＷ６には、出力対象の静止画像ファイルおよび動画像ファイルの
出力先のドライブを設定するドライブ設定部２４４と、ドライブ設定部２４４によって設
定されたドライブに対する画像ファイルの出力を実行するためのＥｘｐｏｒｔアイコン２
４５とが形成される。さらに、ウィンドウＷ６には、静止画像ファイル表示領域２４０の
中から選択された静止画像ファイルまたは動画像ファイル表示領域２４１の中から選択さ
れた動画像ファイルを表示する画像表示領域２４６と、画像表示領域２４６に表示する静
止画像または動画像の表示操作を行うための表示操作アイコン群２４７とが形成される。
【０１１２】
　静止画像ファイル表示領域２４０は、画像ファイル作成部１６ｄによって作成された静
止画像ファイルを一覧表示する。かかる静止画像ファイル表示領域２４０に一覧表示され
た静止画像ファイルのうちの所望の静止画像ファイルが、入力部１１のクリック操作によ
って選択される。その後、追加アイコン２４３が入力部１１によってクリックされた場合
に、かかる所望の静止画像ファイルは、出力ファイル表示領域２４２に追加される。出力
ファイル表示領域２４２は、このように追加された所望の静止画像ファイルを出力対象の
ものとして表示する。
【０１１３】
　動画像ファイル表示領域２４１は、画像ファイル作成部１６ｄによって作成された動画
像ファイルを一覧表示する。かかる動画像ファイル表示領域２４１に一覧表示された動画
像ファイルのうちの所望の動画像ファイルが、入力部１１のクリック操作によって選択さ
れる。その後、追加アイコン２４３が入力部１１によってクリックされた場合に、かかる
所望の動画像ファイルは、出力ファイル表示領域２４２に追加される。出力ファイル表示
領域２４２は、このように追加された所望の動画像ファイルを出力対象のものとして表示
する。
【０１１４】
　ドライブ設定部２４４は、入力部１１の操作によって、入出力Ｉ／Ｆ１４および記憶部
１５の各ドライブのドロップダウンリストを表示し、このドロップリストの中から所望の
ドライブ、すなわち、出力ファイル表示領域２４２に表示された出力対象の静止画像ファ
イルおよび動画像ファイルの出力先のドライブを設定する。この場合、ドライブ設定部２
４４は、このように出力先のドライブを設定することによって、出力ファイル表示領域２
４２に表示された出力対象の静止画像ファイルおよび動画像ファイルを保存する記録媒体
を設定する。なお、かかる出力対象の静止画像ファイルおよび動画像ファイルを保存する
記録媒体としては、記憶部１５を構成するハードディスク、入出力Ｉ／Ｆ１４に挿着され
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た可搬な記録媒体（例えばＦＤ、ＣＤ、ＤＶＤ等）が挙げられる。
【０１１５】
　かかる出力対象の静止画像ファイルおよび動画像ファイルは、Ｅｘｐｏｒｔアイコン２
４５が入力部１１によってクリックされた場合、ドライブ設定部２４４によって設定され
たドライブに出力され、このドライブの記録媒体に保存される。
【０１１６】
　画像表示領域２４６は、表示操作アイコン群２４７を用いた表示操作に基づいて、静止
画像ファイル表示領域２４０の中から選択された静止画像ファイルまたは動画像ファイル
表示領域２４１の中から選択された動画像ファイルを再生または逆再生する。
【０１１７】
　なお、上述したレポート作成部１６ｃによって作成されたレポートファイルは、かかる
静止画像ファイルまたは動画像ファイルとほぼ同様に、設定した所望のドライブに出力さ
れ、このドライブの記録媒体に保存される。図１３は、レポート作成部１６ｃによって作
成された被検体１のレポートファイルを所望のドライブに出力するためのＧＵＩを表示す
るウィンドウの一具体例を示す模式図である。
【０１１８】
　図１３に示すように、このウィンドウＷ７には、出力対象のレポートファイルの出力先
のドライブを設定するドライブ設定部２５０と、ドライブ設定部２５０によって設定され
たドライブの空き容量を示す容量表示領域２５１と、ＯＫアイコン２５２と、Ｃａｎｃｅ
ｌアイコン２５３とが形成される。なお、かかるウィンドウＷ７は、図１１に例示したレ
ポート作成のためのウィンドウＷ５に形成されたＥｘｐｏｒｔアイコン２３７が入力部１
１によってクリックされた場合に表示される。
【０１１９】
　ドライブ設定部２５０は、入力部１１の操作によって、入出力Ｉ／Ｆ１４および記憶部
１５の各ドライブのドロップダウンリストを表示し、このドロップリストの中から所望の
ドライブ、すなわち、レポート作成部１６ｃによって作成されたレポートファイルの出力
先のドライブを設定する。この場合、ドライブ設定部２５０は、このように出力先のドラ
イブを設定することによって、レポート作成部１６ｃによって作成されたレポートファイ
ルを保存する記録媒体（例えば、記憶部１５を構成するハードディスク、入出力Ｉ／Ｆ１
４に挿着されたＦＤ、ＣＤ、ＤＶＤ等）を設定する。
【０１２０】
　かかる出力対象のレポートファイルは、ＯＫアイコン２５２が入力部１１によってクリ
ックされた場合、ドライブ設定部２５０によって設定されたドライブに出力され、このド
ライブの記録媒体に保存される。
【０１２１】
　つぎに、画像表示装置４のユーザ権限の設定について説明する。ユーザ（医師または看
護師等）が行う被検体１の検査の方法によっては、画像表示装置４にデフォルト設定され
たユーザ権限によって使用許可されたソフトウェア処理の種類が実際の運用に適合しない
可能性がある。この場合、かかる画像表示装置４のユーザ権限によって使用許可されるソ
フトウェア処理の種類を変更できるようにしてもよい。
【０１２２】
　図１４は、画像表示装置４のユーザ権限の設定を変更するための設定ＧＵＩを表示する
ウィンドウの一具体例を示す模式図である。図１４に示すように、このウィンドウＷ８に
は、画像表示装置４のユーザ権限に依存するソフトウェア処理を一覧表示するユーザ権限
表示領域２６１と、ユーザ権限表示領域２６１に一覧表示されたソフトウェア処理の使用
許可または使用禁止を設定するためのチェックボックス群２６２と、ＯＫアイコン２６３
と、Ｃａｎｃｅｌアイコン２６４とが形成される。
【０１２３】
　ユーザ権限表示領域２６１は、画像表示装置４のソフトウェアにログインしたユーザの
種類（例えば管理者または一般ユーザ等）に対応して、ユーザ権限の設定変更が可能なソ
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フトウェア処理の一覧を変えて表示する。この場合、かかるユーザ権限表示領域２６１に
一覧表示されたソフトウェア処理名毎に、チェックボックス群２６２の各チェックボック
スが形成される。
【０１２４】
　具体的には、画像表示装置４のソフトウェアにログインしたユーザ（例えば管理者）は
、入力部１１を操作して、ユーザ権限表示領域２６１に一覧表示されたソフトウェア処理
の中から、一般ユーザ（例えば医師または看護師等）に使用許可するソフトウェア処理に
対応するチェックボックスをチェック有り状態（レ印が表示された状態）にし、使用禁止
するソフトウェア処理に対応するチェックボックスをチェック無し状態（レ印が表示され
ていない状態）にし、ＯＫアイコン２６３をクリックする。
【０１２５】
　このようにチェックボックス群２６２の各チェックボックスを必要に応じてチェック有
り状態またはチェック無し状態にすることによって、一般ユーザに対するユーザ権限を再
設定することができ、かかるユーザ権限によって使用許可されるソフトウェア処理の種類
を一般ユーザの運用に適合したものに設定できる。
【０１２６】
　以上、説明したように、本発明の実施の形態１では、多眼のカプセル型内視鏡に搭載し
た撮像素子群によって撮像された被検体内の複数の画像群のうちの第１および第２の画像
群にそれぞれ含まれる第１および第２の画像の各撮像時刻の時間差ΔＴをＧＵＩによって
設定し、かかる時間差ΔＴを有する第１の画像と第２の画像とを表示部の各表示領域に順
次同期表示するようにし、かかる第１の画像と該第１の画像に共通する被写体が撮像され
た第２の画像とを各表示領域に順次同期表示するように構成した。このため、かかる第１
および第２の画像に共通する同一被写体を複数の撮像方向から撮像して得られる画像同士
を表示部の各表示領域に順次同期表示することができる。この結果、多眼のカプセル型内
視鏡に搭載した撮像素子群によって撮像された被検体内の多方向の画像群にそれぞれ含ま
れる各画像を観察し易い態様で順次表示できる画像表示装置を実現することができる。
【０１２７】
　本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置を用いて被検体内の多方向の画像群を同期
表示することによって、医師または看護師等のユーザは、被検体内の画像を容易に観察で
きるとともに、例えば病変部等の特徴的な部位および一方向からでは観察し難い消化管の
内壁（例えばひだ状の部位）等を複数の方向から容易に観察することができる。
【０１２８】
（実施の形態２）
　つぎに、本発明の実施の形態２について説明する。上述した実施の形態１にかかる画像
表示装置では、表示部１２の各表示領域１０１，１０２に同期表示する画像Ｐn，Ｑmの時
間差ΔＴをＧＵＩを用いて設定していたが、この実施の形態２にかかる画像表示装置では
、被検体内の部位毎に予め設定した時間差ΔＴのデフォルトデータを記憶部１５に保存し
、かかるデフォルトデータをもとに画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを設定するようにしている
。
【０１２９】
　図１５は、本発明の実施の形態２にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロ
ック図である。図１５に示すように、この画像表示装置２４は、上述した実施の形態１に
かかる画像表示装置４の制御部１６に代えて制御部２６を有する。この制御部２６は、上
述した画像表示装置４の制御部１６の表示制御部１６ａに代えて表示制御部２６ａを有し
、画像処理部１６ｂに代えて画像処理部２６ｂを有する。また、この実施の形態２にかか
る画像表示装置４の記憶部１５には、同期表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴ
のデフォルトデータ１５ｃが予め保存されている。その他の構成は実施の形態１と同じで
あり、同一構成部分には同一符号を付している。
【０１３０】
　なお、本発明の実施の形態２にかかる画像表示装置２４を用いた被検体内情報取得シス



(23) JP 4891646 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

テムは、図１に例示した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの画像表示装置
４に代えて画像表示装置２４を有することによって実現される。
【０１３１】
　制御部２６は、上述した実施の形態１にかかる画像表示装置４の制御部１６とほぼ同様
の機能を有する。この場合、制御部２６は、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，
１０２に同期表示する画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを被検体１の部位（例えば食道、胃、小
腸、大腸等）毎に予め設定したデータとして、記憶部１５に保存した時間差ΔＴのデフォ
ルトデータ１５ｃを保持管理する。制御部２６は、かかるデフォルトデータ１５ｃによっ
て予め設定された部位毎の時間差データを必要に応じて読み出し、読み出した時間差デー
タをもとに画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを被検体１の部位毎に設定する。
【０１３２】
　表示制御部２６ａは、上述した実施の形態１にかかる画像表示装置４の表示制御部１６
ａとほぼ同様の機能を有する。この場合、表示制御部２６ａは、デフォルトデータ１５ｃ
によって予め設定された被検体１の部位毎の時間差データをもとに、同期表示モードにお
ける画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを被検体１の部位毎に設定する。表示制御部２６ａは、同
期表示モードにおいて、かかるデフォルトデータ１５ｃに基づいて設定した時間差ΔＴを
有する画像像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に順次同期表示する制御を行う。
【０１３３】
　なお、かかる表示制御部２６ａによって被検体１の部位毎に設定された時間差ΔＴは、
上述したデータ設定領域１３１に表示される。また、タイムスライダ１３２，１３３は、
かかる部位毎の時間差ΔＴに対応する時間的な位置の間隔をなすように移動する。
【０１３４】
　画像処理部２６ｂは、上述した実施の形態１にかかる画像表示装置４の画像処理部１６
ｂとほぼ同様の機能を有する。この場合、画像処理部２６ｂは、第１画像群ＰＧ１および
第２画像群ＰＧ２にそれぞれ含まれる各画像の色情報（例えば平均色）を検出し、検出し
た各画像の色情報をもとに、かかる各画像に撮像された被検体１の各部位（例えば食道、
胃、小腸、大腸等）をそれぞれ判別する。すなわち、画像処理部２６ｂは、フレーム番号
ｎ（ｎ＝０，１，２，３，…）の画像Ｐnの色情報を検出し、検出した色情報をもとに画
像Ｐnの撮像部位を判別する。また、画像処理部２６ｂは、フレーム番号ｍ（ｍ＝０，１
，２，３，…）の画像Ｑmの色情報を検出し、検出した色情報をもとに画像Ｑmの撮像部位
を判別する。
【０１３５】
　つぎに、記憶部１５に保存される時間差ΔＴのデフォルトデータ１５ｃについて説明す
る。図１６は、被検体１の部位毎に設定された時間差ΔＴのデフォルトデータ１５ｃの一
具体例を示す模式図である。図１６に示すように、デフォルトデータ１５ｃは、予め設定
された各時間差ΔＴと被検体１の各部位とを対応付けたテーブル形式のデータ群である。
具体的には、デフォルトデータ１５ｃに含まれる時間差ΔＴとして、例えば、被検体１の
食道に対応付けた時間差ΔＴ１と、被検体１の胃に対応付けた時間差ΔＴ２と、被検体１
の小腸に対応付けた時間差ΔＴ３と、被検体１の大腸に対応付けた時間差ΔＴ４とが挙げ
られる。
【０１３６】
　このような時間差ΔＴ１，ΔＴ２，ΔＴ３，ΔＴ４は、被検体１の部位毎のカプセル型
内視鏡２の平均通過時間と各部位（臓器）の平均長さとをもとに設定される。具体的には
、時間差ΔＴ１は、被検体１の食道におけるカプセル型内視鏡２の平均通過時間と食道の
平均長さとをもとに設定され、時間差ΔＴ２は、被検体１の胃におけるカプセル型内視鏡
２の平均通過時間と胃の平均長さとをもとに設定される。また、時間差ΔＴ３は、被検体
１の小腸におけるカプセル型内視鏡２の平均通過時間と小腸の平均長さとをもとに設定さ
れ、時間差ΔＴ４は、被検体１の大腸におけるカプセル型内視鏡２の平均通過時間と大腸
の平均長さとをもとに設定される。この場合、時間差ΔＴ１，ΔＴ２，ΔＴ３，ΔＴ４の
大小関係は、通常、ΔＴ１＜ΔＴ２≦ΔＴ３＜ΔＴ４である。
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【０１３７】
　つぎに、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを同期表示
する制御を行う制御部２６の動作について説明する。図１７は、デフォルトデータ１５ｃ
に基づいた時間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示させ
る制御部２６の処理手順を説明するフローチャートである。
【０１３８】
　図１７において、まず、制御部２６は、上述したステップＳ１０１と同様に、同期アイ
コン１３０によって設定された同期表示モードを画像表示モードとして選択する（ステッ
プＳ２０１）。この場合、表示制御部２６ａは、同期アイコン１３０のクリック操作によ
って入力部１１から入力される設定情報に基づいて、複数の画像表示モードの中から同期
表示モードを選択する。
【０１３９】
　つぎに、制御部２６は、上述したステップＳ１０３と同様に、第１画像群ＰＧ１のフレ
ーム番号を初期化する（ステップＳ２０２）。この場合、表示制御部２６ａは、第１画像
群ＰＧ１のうちの表示処理対象の画像のフレーム番号ｎを初期化する（例えばｎ＝０にす
る）。
【０１４０】
　その後、制御部２６は、デフォルトデータ１５ｃによって予め設定された時間差データ
を記憶部１５から読み出す（ステップＳ２０３）。この場合、画像処理部２６ｂは、ステ
ップＳ２０２において初期化されたフレーム番号ｎ＝０の画像Ｐ0の色情報（例えば平均
色）を検出し、検出した色情報をもとに画像Ｐ0の撮像部位を判別する。表示制御部２６
ａは、かかる画像処理部２６ｂによって判別された撮像部位（すなわち画像Ｐ0に撮像さ
れた被検体１の部位）の時間差データをデフォルトデータ１５ｃの中から選択し、選択し
た時間差データをもとに、かかる撮像部位の画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを設定する。
【０１４１】
　つぎに、制御部２６は、ステップＳ２０３においてデフォルトデータ１５ｃの中から選
択した時間差データをもとに、第２画像群ＰＧ２のうちの表示処理対象の画像のフレーム
番号ｍを算出する（ステップＳ２０４）。この場合、表示制御部２６ａは、上述したステ
ップＳ２０３においてデフォルトデータ１５ｃの中から選択した時間差データをもとに、
画像Ｐn（例えばｎ＝０）対して時間差ΔＴを有する画像Ｑmのフレーム番号ｍを算出する
。
【０１４２】
　その後、制御部２６は、上述したステップＳ１０５と同様に、かかる画像Ｐn，Ｑmの画
像表示指示があったか否かを判断する（ステップＳ２０５）。具体的には、制御部２６は
、上述した表示操作アイコン群１１０のいずれかに対応した表示指示情報が入力部１１か
ら入力されない場合、画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示なしと判断し（ステップＳ２０５，Ｎ
ｏ）、このステップＳ２０５を繰り返す。すなわち、制御部２６は、かかる表示指示情報
が入力部１１によって入力されるまで、このステップＳ２０５を繰り返す。
【０１４３】
　一方、制御部２６は、かかる表示指示情報が入力部１１から入力された場合、この入力
された表示指示情報に基づいて画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示ありと判断し（ステップＳ２
０５，Ｙｅｓ）、上述したステップＳ１０６と同様に現在のフレーム番号ｎ，ｍの各画像
Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示させる（ステップＳ２０６）。この場合
、表示制御部２６ａは、記憶部１５に保存された第１画像群ＰＧ１の中から現在のフレー
ム番号ｎ（ｎ＝０，１，２，３，…）の画像Ｐnを読み出し、得られた画像Ｐnを表示領域
１０１に表示する制御を行う。かかる画像Ｐnの表示に同期して、表示制御部２６ａは、
記憶部１５に保存された第２画像群ＰＧ２の中から現在のフレーム番号ｍの画像Ｑmを読
み出し、得られた画像Ｑmを表示領域１０２に表示する制御を行う。このようにして、表
示制御部１６ａは、撮像部位に合わせた時間差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑm（ｍ＝ｎ＋α）
を各表示領域１０１，１０２に同期表示させる。
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【０１４４】
　なお、かかるステップＳ２０６における現在のフレーム番号ｎは、上述したステップＳ
２０２において初期化したフレーム番号ｎ（＝０）または後述するステップＳ２０７にお
いて更新したフレーム番号ｎである。
【０１４５】
　その後、制御部２６は、上述したステップＳ１０７と同様に、第１画像群ＰＧ１のフレ
ーム番号ｎを更新する（ステップＳ２０７）。この場合、表示制御部２６ａは、つぎのス
テップＳ２０６において表示領域１０１に表示する画像Ｐnを記憶部１５から読み出すた
めに第１画像群ＰＧ１のフレーム番号ｎを更新（例えば＋１加算）する。
【０１４６】
　つぎに、制御部２６は、つぎに表示領域１０１に表示する画像Ｐnの撮像部位（被検体
１の部位）が後段の部位（例えば食道に対する胃）に移行するか否かを判断する（ステッ
プＳ２０８）。この場合、画像処理部２６ｂは、現在表示中の画像Ｐnの色情報をもとに
該画像Ｐnの撮像部位を判別し、且つ、ステップＳ２０７において更新後のフレーム番号
の画像Ｐn+1の色情報をもとに該画像Ｐn+1の撮像部位を判別する。制御部２６は、かかる
画像処理部２６ｂによって判別された画像Ｐn，Ｐn+1の各撮像部位が同じである場合、か
かる画像Ｐnの撮像部位（すなわち被検体１の部位）の移行無しと判断し（ステップＳ２
０８，Ｎｏ）、上述したステップＳ１０９と同様に第２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍを
更新する（ステップＳ２０９）。この場合、表示制御部２６ａは、つぎのステップＳ２０
６において画像Ｐnに同期して表示領域１０２に表示する画像Ｑmを記憶部１５から読み出
すために第２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍ（ｍ＝ｎ＋α）をフレーム番号ｎに合わせて
更新（例えば＋１加算）する。
【０１４７】
　一方、制御部２６は、かかる画像処理部２６ｂによって判別された画像Ｐn，Ｐn+1の各
撮像部位が異なる場合、かかる画像Ｐnの撮像部位（すなわち被検体１の部位）の移行有
りと判断し（ステップＳ２０８，Ｙｅｓ）、かかる移行後の撮像部位の時間差データをデ
フォルトデータ１５ｃの中から選択するとともに、現在の時間差ΔＴを移行後の撮像部位
の時間差ΔＴに更新する。その後、制御部２６は、かかる移行後の撮像部位の時間差デー
タをもとに第２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍを算出する（ステップＳ２１０）。この場
合、表示制御部２６ａは、かかる移行後の撮像部位の時間差データをもとに、つぎのステ
ップＳ２０６において表示領域１０１に同期表示する画像Ｐnに対して移行後の撮像部位
の時間差ΔＴを有する画像Ｑmのフレーム番号ｍ（ｍ＝ｎ＋β）を算出する。
【０１４８】
　その後、制御部２６は、上述したステップＳ１１１と同様に、各表示領域１０１，１０
２に画像Ｐｎ，Ｑｍを表示する制御に対して一時停止指示があったか否かを判断し（ステ
ップＳ２１１）、一時停止指示ありと判断した場合（ステップＳ２１１，Ｙｅｓ）、上述
したステップＳ２０５に戻り、このステップＳ２０５以降の処理手順を繰り返す。
【０１４９】
　一方、制御部２６は、一時停止指示なしと判断した場合（ステップＳ２１１，Ｎｏ）、
上述したステップＳ１１２と同様に、かかる同期表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmの同期
表示処理が終了したか否かを判断する（ステップＳ２１２）。制御部２６は、かかる同期
表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmの同期表示処理が終了したと判断した場合（ステップＳ
２１２，Ｙｅｓ）、かかる同期表示モードの同期表示処理を完了する。一方、制御部２６
は、かかる同期表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmの同期表示処理が終了していないと判断
した場合（ステップＳ２１２，Ｎｏ）、上述したステップＳ２０６に戻り、このステップ
Ｓ２０６以降の処理手順を繰り返す。
【０１５０】
　つぎに、デフォルトデータ１５ｃの部位毎の時間差ΔＴとして、図１６に示したように
食道の時間差ΔＴ１、胃の時間差ΔＴ２、小腸の時間差ΔＴ３、大腸の時間差ΔＴ４を設
定した場合を例示して、かかるデフォルトデータ１５ｃに基づいた部位毎の時間差ΔＴを
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有する画像Ｐｎ，Ｑｍを各表示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行う制御部２６
の動作を具体的に説明する。図１８は、デフォルトデータ１５ｃに基づいた部位毎の時間
差ΔＴを有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に順次同期表示させる制御部２
６の動作の一具体例を説明するための模式図である。
【０１５１】
　図１８において、画像群Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４は、第１画像群ＰＧ１に含まれる部位
毎の画像群であって、被検体１の食道、胃、小腸、大腸がそれぞれ撮像された画像群であ
る。画像群Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４は、第２画像群ＰＧ２に含まれる部位毎の画像群であ
って、被検体１の食道、胃、小腸、大腸がそれぞれ撮像された画像群である。この場合、
画像Ｐn（ｎ＝０，１，２，３，…）は、かかる画像群Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３，Ｂ４のいずれ
かに含まれ、画像Ｑm（ｍ＝０，１，２，３，…）は、かかる画像群Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，
Ｃ４のいずれかに含まれる。
【０１５２】
　制御部２６は、被検体１の食道が撮像された画像群Ｂ１，Ｃ１の各画像を同期表示する
場合、デフォルトデータ１５ｃのうちの時間差ΔＴ１を設定し、被検体１の胃が撮像され
た画像群Ｂ２，Ｃ２の各画像を同期表示する場合、デフォルトデータ１５ｃのうちの時間
差ΔＴ２を設定する。また、制御部２６は、被検体１の小腸が撮像された画像群Ｂ３，Ｃ
３の各画像を同期表示する場合、デフォルトデータ１５ｃのうちの時間差ΔＴ３を設定し
、被検体１の大腸が撮像された画像群Ｂ４，Ｃ４の各画像を同期表示する場合、デフォル
トデータ１５ｃのうちの時間差ΔＴ４を設定する。
【０１５３】
　具体的には、画像処理部２６ｂは、画像群Ｂ１の先頭画像（すなわち画像Ｐ0）の色情
報をもとに、この先頭画像の撮像部位（食道）を判別する。この場合、表示制御部２６ａ
は、デフォルトデータ１５ｃのうちの食道に対応する時間差ΔＴ１を設定し、かかる画像
群Ｂ１の先頭画像に対して時間差ΔＴ１を有する食道の画像群Ｃ１のフレーム番号ｍを算
出する。かかるフレーム番号ｍの画像は、画像群Ｃ１に含まれる食道の画像であって、画
像群Ｂ１の先頭画像に共通する被写体が撮像された画像である。
【０１５４】
　表示制御部２６ａは、表示領域１０１に表示する画像Ｐnの撮像部位が例えば食道から
胃に移行するまで、この時間差ΔＴ１の設定を維持するとともに、かかる時間差ΔＴ１を
有する食道の画像Ｐn，Ｑm（すなわち画像群Ｂ１，Ｃ１の各画像）を各表示領域１０１，
１０２に同期表示させる。このように同期表示された食道の画像Ｐn，Ｑmは、互いに共通
する被写体が撮像された画像同士である。
【０１５５】
　その後、食道の画像群Ｂ１の終端画像が表示領域１０１に表示された場合、画像処理部
２６ｂは、かかる画像群Ｂ１の終端画像の色情報と画像群Ｂ２の先頭画像の色情報とをも
とに、画像Ｐnの撮像部位が食道から胃に移行する旨を判断する。この場合、表示制御部
２６ａは、上述した時間差ΔＴ１に代えて、デフォルトデータ１５ｃのうちの胃に対応す
る時間差ΔＴ２を設定し、胃の画像群Ｂ２の先頭画像に対して時間差ΔＴ２を有する胃の
画像群Ｃ２のフレーム番号ｍを算出する。かかるフレーム番号ｍの画像は、画像群Ｃ２に
含まれる胃の画像であって、画像群Ｂ２の先頭画像に共通する被写体が撮像された画像で
ある。
【０１５６】
　表示制御部２６ａは、表示領域１０１に表示する画像Ｐnの撮像部位が例えば胃から小
腸に移行するまで、この時間差ΔＴ２の設定を維持するとともに、かかる時間差ΔＴ２を
有する胃の画像Ｐn，Ｑm（すなわち画像群Ｂ２，Ｃ２の各画像）を各表示領域１０１，１
０２に同期表示させる。このように同期表示された胃の画像Ｐn，Ｑmは、互いに共通する
被写体が撮像された画像同士である。
【０１５７】
　その後、胃の画像群Ｂ２の終端画像が表示領域１０１に表示された場合、画像処理部２
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６ｂは、かかる画像群Ｂ２の終端画像の色情報と画像群Ｂ３の先頭画像の色情報とをもと
に、画像Ｐnの撮像部位が胃から小腸に移行する旨を判断する。この場合、表示制御部２
６ａは、上述した時間差ΔＴ２に代えて、デフォルトデータ１５ｃのうちの小腸に対応す
る時間差ΔＴ３を設定し、小腸の画像群Ｂ３の先頭画像に対して時間差ΔＴ３を有する小
腸の画像群Ｃ３のフレーム番号ｍを算出する。かかるフレーム番号ｍの画像は、画像群Ｃ
３に含まれる小腸の画像であって、画像群Ｂ３の先頭画像に共通する被写体が撮像された
画像である。
【０１５８】
　表示制御部２６ａは、表示領域１０１に表示する画像Ｐnの撮像部位が例えば小腸から
大腸に移行するまで、この時間差ΔＴ３の設定を維持するとともに、かかる時間差ΔＴ３
を有する小腸の画像Ｐn，Ｑm（すなわち画像群Ｂ３，Ｃ３の各画像）を各表示領域１０１
，１０２に同期表示させる。このように同期表示された小腸の画像Ｐn，Ｑmは、互いに共
通する被写体が撮像された画像同士である。
【０１５９】
　その後、小腸の画像群Ｂ３の終端画像が表示領域１０１に表示された場合、画像処理部
２６ｂは、かかる画像群Ｂ３の終端画像の色情報と画像群Ｂ４の先頭画像の色情報とをも
とに、画像Ｐnの撮像部位が小腸から大腸に移行する旨を判断する。この場合、表示制御
部２６ａは、上述した時間差ΔＴ３に代えて、デフォルトデータ１５ｃのうちの大腸に対
応する時間差ΔＴ４を設定し、大腸の画像群Ｂ４の先頭画像に対して時間差ΔＴ４を有す
る大腸の画像群Ｃ４のフレーム番号ｍを算出する。かかるフレーム番号ｍの画像は、画像
群Ｃ４に含まれる大腸の画像であって、画像群Ｂ４の先頭画像に共通する被写体が撮像さ
れた画像である。
【０１６０】
　表示制御部２６ａは、表示領域１０１に表示する画像Ｐnの撮像部位が大腸である限り
、この時間差ΔＴ４の設定を維持するとともに、かかる時間差ΔＴ４を有する大腸の画像
Ｐn，Ｑm（すなわち画像群Ｂ４，Ｃ４の各画像）を各表示領域１０１，１０２に同期表示
させる。このように同期表示された大腸の画像Ｐn，Ｑmは、互いに共通する被写体が撮像
された画像同士である。
【０１６１】
　以上、説明したように、本発明の実施の形態２では、多眼のカプセル型内視鏡に搭載し
た撮像素子群によって撮像された被検体内の複数の画像群のうちの第１および第２の画像
群にそれぞれ含まれる第１および第２の画像の各撮像時刻の時間差ΔＴを被検体の部位毎
に予め設定したデフォルトデータを記憶部に保存し、かかるデフォルトデータに基づいて
被検体の部位毎に設定した時間差ΔＴを有する第１の画像と第２の画像とを表示部の各表
示領域に順次同期表示するようにし、かかる第１の画像と該第１の画像に共通する被写体
が撮像された第２の画像とを各表示領域に順次同期表示するように構成した。このため、
画像に撮像された被検体の部位が順次移行する場合であっても、かかる第１および第２の
画像に共通する同一被写体を複数の撮像方向から撮像して得られる画像同士を表示部の各
表示領域に順次同期表示することができる。この結果、上述した実施の形態１とほぼ同様
の作用効果を享受するとともに、多眼のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によって
撮像された被検体内の多方向の画像群にそれぞれ含まれる各画像を被検体の部位毎に観察
し易い態様で順次表示できる画像表示装置を実現することができる。
【０１６２】
　本発明の実施の形態２にかかる画像表示装置を用いて被検体内の多方向の画像群を同期
表示することによって、医師または看護師等のユーザは、同一被写体を複数の撮像方向か
ら撮像して得られる画像同士を簡易な操作で順次同期表示することができ、これによって
、例えば食道から大腸までの被検体内の一連の画像を容易に観察できるとともに、例えば
病変部等の特徴的な部位および一方向からでは観察し難い消化管の内壁（例えばひだ状の
部位）等を複数の方向から容易に観察することができる。
【０１６３】
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（実施の形態３）
　つぎに、本発明の実施の形態３について説明する。上述した実施の形態２にかかる画像
表示装置では、被検体内の部位毎に予め設定した時間差ΔＴのデフォルトデータに基づい
て画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを被検体の部位毎に設定していたが、この実施の形態３にか
かる画像表示装置では、さらにＧＵＩによって時間差ΔＴのデフォルトデータを更新でき
るようにしている。
【０１６４】
　図１９は、本発明の実施の形態３にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロ
ック図である。図２０は、この実施の形態３にかかる画像表示装置の表示部に表示される
各種ＧＵＩの一具体例を模式的に示す模式図である。図１９に示すように、この画像表示
装置３４は、上述した実施の形態２にかかる画像表示装置２４の制御部２６に代えて制御
部３６を有する。この制御部３６は、上述した画像表示装置２４の制御部２６の表示制御
部２６ａに代えて表示制御部３６ａを有する。また、図２０に示すように、表示部１２に
表示されるウィンドウＷ１には、デフォルトデータ１５ｃをフレーム単位で更新するため
のＧＵＩである保存アイコン１３４がさらに形成される。その他の構成は実施の形態２と
同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【０１６５】
　なお、本発明の実施の形態３にかかる画像表示装置３４を用いた被検体内情報取得シス
テムは、図１に例示した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの画像表示装置
４に代えて画像表示装置３４を有することによって実現される。
【０１６６】
　制御部３６は、上述した実施の形態２にかかる画像表示装置２４の制御部２６とほぼ同
様の機能を有する。この場合、制御部３６は、データ設定領域１３１またはタイムスライ
ダ１３２，１３３によってフレーム単位で再設定された時間差データをデフォルトデータ
１５ｃに部分的に上書きし、かかるデフォルトデータ１５ｃをフレーム単位で更新する。
制御部３６は、保存アイコン１３４のクリック操作によって入力部１１から更新指示情報
が入力された場合、その都度、かかるデフォルトデータ１５ｃの更新処理を行う。このよ
うな制御部３６は、更新後のデフォルトデータ１５ｃによって再設定された部位毎の時間
差データを必要に応じて読み出し、読み出した再設定後の時間差データをもとに画像Ｐn

，Ｑmの時間差ΔＴを被検体１の部位毎に設定する。
【０１６７】
　表示制御部３６ａは、上述した実施の形態２にかかる画像表示装置２４の表示制御部２
６ａとほぼ同様の機能を有する。この場合、表示制御部３６ａは、フレーム単位で部分的
に再設定（更新）した更新後のデフォルトデータ１５ｃをもとに、同期表示モードにおけ
る画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴを被検体１の部位毎またはフレーム毎に設定する。表示制御
部３６ａは、同期表示モードにおいて、かかる更新後のデフォルトデータ１５ｃに基づい
て部位毎またはフレーム毎に設定した時間差ΔＴを有する画像像Ｐn，Ｑmを各表示領域１
０１，１０２に順次同期表示する制御を行う。
【０１６８】
　つぎに、小腸の時間差ΔＴ３を部分的に時間差ΔＴ５に更新する場合を例示して、デフ
ォルトデータ１５ｃを部分的に更新する制御部３６の動作を説明する。図２１は、デフォ
ルトデータ１５ｃを部分的に更新する制御部３６の動作を説明するための模式図である。
図２１において、まず、タイムスライダ１３２，１３３は、現在の各表示領域１０１，１
０２に表示されている小腸の画像Ｐn，Ｑmの各時間的な位置をそれぞれ指し示す。この場
合、かかるタイムスライダ１３２，１３３の間隔は、更新前のデフォルトデータ１５ｃに
基づく小腸の時間差ΔＴ３に対応する。この状態において、表示制御部３６ａは、かかる
時間差ΔＴ３を設定する。
【０１６９】
　ここで、現在の表示領域１０１に表示されている画像Ｐnに対する画像Ｑmの時間差ΔＴ
３を時間差ΔＴ５に変更（再設定）する場合、タイムスライダ１３３は、入力部１１を用
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いたドラッグ操作によって移動し、タイムスライダ１３２との間で時間差ΔＴ５に対応す
る間隔をなす。さらに、入力部１１は、保存アイコン１３４のクリック操作を行った場合
に更新指示情報を制御部３６に入力する。制御部３６は、かかる更新指示情報に基づいて
、現在のタイムスライダ１３２，１３３の間隔に対応する時間差ΔＴ５をデフォルトデー
タ１５ｃにおける小腸の時間差データとして部分的に上書きする。この場合、現在の各表
示領域１０１，１０２に表示されている画像Ｐn，Ｑmの時間差ΔＴ３は、かかる時間差Δ
Ｔ５に置き換えられる。この結果、デフォルトデータ１５ｃは、図２１に示すように、小
腸の画像群のうちの所望のフレーム番号の画像Ｐn，Ｑmの時間差をΔＴ３からΔＴ５に部
分的に再設定したものに更新される。
【０１７０】
　このようなデフォルトデータ１５ｃの更新処理を繰り返し行うことによって、制御部３
６は、第１画像群ＰＧ１または第２画像群ＰＧ２の１以上の所望フレームについてデフォ
ルトデータ１５ｃを部分的に更新することができる。この場合、表示制御部３６ａは、か
かる更新後のデフォルトデータ１５ｃに基づいて、被検体１の部位毎に設定した時間差Δ
Ｔ（例えば時間差ΔＴ１，ΔＴ２，ΔＴ３，ΔＴ４）をフレーム単位で部分的に再設定す
る。
【０１７１】
　なお、かかる時間差ΔＴの再設定は、入力部１１を用いてデータ設定領域１３１に直接
数値入力しても行うことができる。この場合、タイムスライダ１３２，１３３は、データ
設定領域１３１に入力された時間差ΔＴに対応する間隔をなすように移動する。
【０１７２】
　つぎに、図１６に示したデフォルトデータ１５ｃのうちの小腸の時間差ΔＴ３を部分的
に時間差ΔＴ５に再設定し、大腸の時間差ΔＴ４を部分的に時間差ΔＴ６に再設定した場
合を例示して、かかる更新後のデフォルトデータ１５ｃに基づいた時間差ΔＴを有する画
像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行う制御部３６の動作を具
体的に説明する。図２２は、更新後のデフォルトデータ１５ｃに基づいた時間差ΔＴを有
する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に順次同期表示させる制御部３６の動作の
一具体例を説明するための模式図である。
【０１７３】
　図２２において、小腸の画像群Ｂ３，Ｃ３の各画像の時間差ΔＴ３は、被検体１の小腸
の蠕動運動に合わせて部分的に時間差ΔＴ５（＞ΔＴ３）に更新される。具体的には、か
かる時間差ΔＴ３は、小腸の画像群Ｂ３，Ｃ３においてカプセル型内視鏡２が小腸内に停
滞しているフレーム期間に対応する部分を時間差ΔＴ５に更新される。また、大腸の画像
群Ｂ４，Ｃ４の各画像の時間差ΔＴ４は、被検体１の大腸の蠕動運動に合わせて部分的に
時間差ΔＴ６（＞ΔＴ４）に再設定される。具体的には、かかる時間差ΔＴ４は、大腸の
画像群Ｂ４，Ｃ４においてカプセル型内視鏡２が大腸内に停滞しているフレーム期間に対
応する部分を時間差ΔＴ６に更新される。
【０１７４】
　制御部３６は、上述したステップＳ２０１～Ｓ２１２とほぼ同様の処理手順を行う。こ
の場合、制御部３６は、ステップＳ２０９において、更新後のデフォルトデータ１５ｃに
基づいて、時間差ΔＴの変更があるか否かを判断する。制御部３６が時間差ΔＴの変更有
りと判断した場合、表示制御部３６ａは、変更後の時間差ΔＴ（例えばフレーム単位で再
設定した時間差ΔＴ）の時間差データをもとにフレーム番号ｍを算出する。一方、制御部
３６が時間差ΔＴの変更無しと判断した場合、表示制御部３６ａは、フレーム番号ｍを上
述したように更新（例えば＋１加算）する。
【０１７５】
　具体的には、制御部３６は、被検体１の小腸が撮像された画像群Ｂ３，Ｃ３の各画像を
同期表示する場合、更新後のフレーム番号ｎの画像が時間差ΔＴ３または時間差ΔＴ５に
設定維持されたものであれば、時間差ΔＴの変更なしと判断する。この場合、表示制御部
３６ａは、上述したステップＳ２０９と同様にフレーム番号ｍを更新する。一方、制御部
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３６は、更新後のフレーム番号ｎの画像が時間差ΔＴ３から時間差ΔＴ５に再設定された
ものである場合、時間差ΔＴの変更有りと判断する。この場合、表示制御部３６ａは、更
新後のデフォルトデータ１５ｃに基づいて、かかる時間差ΔＴ５の時間差データをもとに
フレーム番号ｍを算出する。これと同様に、制御部３６は、更新後のフレーム番号ｎの画
像が時間差ΔＴ５から時間差ΔＴ３に設定を戻したものである場合、時間差ΔＴの変更有
りと判断する。この場合、表示制御部３６ａは、更新後のデフォルトデータ１５ｃに基づ
いて、かかる時間差ΔＴ３の時間差データをもとにフレーム番号ｍを算出する。
【０１７６】
　このような表示制御部３６ａは、画像群Ｂ３，Ｃ３のうちのカプセル型内視鏡２が小腸
内で移動しつつ撮像した画像群において、元の時間差ΔＴ３を有する画像Ｐn，Ｑmを各表
示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行い、画像群Ｂ３，Ｃ３のうちのカプセル型
内視鏡２が小腸内で停滞しつつ撮像した画像群において、再設定した時間差ΔＴ５を有す
る画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行う。
【０１７７】
　また、制御部３６は、被検体１の大腸が撮像された画像群Ｂ４，Ｃ４の各画像を同期表
示する場合、更新後のフレーム番号ｎの画像が時間差ΔＴ４または時間差ΔＴ６に設定維
持されたものであれば、時間差ΔＴの変更なしと判断する。この場合、表示制御部３６ａ
は、上述したステップＳ２０９と同様にフレーム番号ｍを更新する。一方、制御部３６は
、更新後のフレーム番号ｎの画像が時間差ΔＴ４から時間差ΔＴ６に再設定されたもので
ある場合、時間差ΔＴの変更有りと判断する。この場合、表示制御部３６ａは、更新後の
デフォルトデータ１５ｃに基づいて、かかる時間差ΔＴ６の時間差データをもとにフレー
ム番号ｍを算出する。これと同様に、制御部３６は、更新後のフレーム番号ｎの画像が時
間差ΔＴ６から時間差ΔＴ４に設定を戻したものである場合、時間差ΔＴの変更有りと判
断する。この場合、表示制御部３６ａは、更新後のデフォルトデータ１５ｃに基づいて、
かかる時間差ΔＴ４の時間差データをもとにフレーム番号ｍを算出する。
【０１７８】
　このような表示制御部３６ａは、画像群Ｂ４，Ｃ４のうちのカプセル型内視鏡２が大腸
内で移動しつつ撮像した画像群において、元の時間差ΔＴ４を有する画像Ｐn，Ｑmを各表
示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行い、画像群Ｂ４，Ｃ４のうちのカプセル型
内視鏡２が大腸内で停滞しつつ撮像した画像群において、再設定した時間差ΔＴ６を有す
る画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行う。
【０１７９】
　上述したような制御部３６を有する画像表示装置３４は、被検体１の蠕動運動に合わせ
て部分的に時間差ΔＴの設定を切り替えることができ、カプセル型内視鏡２が消化管内に
おいて停滞状態と移動状態とを繰り返す臓器（例えば胃、小腸、大腸等）の画像群であっ
ても、互いに共通する被写体が撮像された画像同士を各表示領域１０１，１０２に確実に
同期表示することができる。
【０１８０】
　以上、説明したように、本発明の実施の形態３では、上述した実施の形態２と同様の構
成を有し、さらに、ＧＵＩを用いて時間差ΔＴのデフォルトデータを更新（再設定）し、
かかる更新後のデフォルトデータに基づいて設定した時間差ΔＴを有する第１の画像と第
２の画像とを表示部の各表示領域に順次同期表示するようにし、かかる第１の画像と該第
１の画像に共通する被写体が撮像された第２の画像とを各表示領域に順次同期表示するよ
うに構成した。このため、多眼のカプセル型内視鏡が消化管内で移動しつつ撮像した画像
群または消化管内で停滞しつつ撮像した画像群に対応して時間差ΔＴの設定を切り替える
ことがさらにできる。この結果、上述した実施の形態２の作用効果を享受するとともに、
多眼のカプセル型内視鏡が消化管内において停滞状態と移動状態とを繰り返す臓器（例え
ば胃、小腸、大腸等）の画像群であっても、互いに共通する被写体が撮像された画像同士
を表示部の各表示領域に確実に同期表示できる画像表示装置を実現することができる。
【０１８１】



(31) JP 4891646 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

（実施の形態４）
　つぎに、本発明の実施の形態４について説明する。この実施の形態４にかかる画像表示
装置では、さらに、副画像表示領域１４０に追加表示した複数のサムネイル画像を所望の
組み合わせで関連付けるようにしている。
【０１８２】
　図２３は、本発明の実施の形態４にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロ
ック図である。図２４は、この実施の形態４にかかる画像表示装置の表示部に表示される
各種ＧＵＩの一具体例を模式的に示す模式図である。図２３に示すように、この画像表示
装置４４は、上述した実施の形態３にかかる画像表示装置３４の制御部３６に代えて制御
部４６を有する。この制御部４６は、上述した画像表示装置３４の制御部３６に関連付け
処理部４６ｅを追加した構成を有する。また、図２４に示すように、表示部１２に表示さ
れるウィンドウＷ１には、副画像表示領域１４０に表示した複数のサムネイル画像を所望
の組み合わせで関連付けるためのＧＵＩである関連付けアイコン１２１がさらに形成され
る。その他の構成は実施の形態３と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している
。
【０１８３】
　なお、本発明の実施の形態４にかかる画像表示装置４４を用いた被検体内情報取得シス
テムは、図１に例示した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの画像表示装置
４に代えて画像表示装置４４を有することによって実現される。
【０１８４】
　制御部４６は、上述した実施の形態３にかかる画像表示装置３４の制御部３６と同様の
機能を有し、さらに、複数のサムネイル画像を所望の組み合わせで関連付ける関連付け機
能を有する。このような制御部４６は、上述したように、関連付け処理部４６ｅをさらに
有する。
【０１８５】
　関連付け処理部４６ｅは、副画像表示領域１４０に表示された複数のサムネイル画像を
所望の組み合わせで関連付ける関連付け処理を行う。具体的には、関連付け処理部４６ｅ
は、入力部１１によって入力された指示情報に基づいて、副画像表示領域１４０に表示さ
れた複数のサムネイル画像の中から選択された所望のサムネイル画像群を関連付ける。こ
の場合、制御部４６は、かかる関連付け処理部４６ｅによって関連付けられたサムネイル
画像群を示す指標、例えば、関連付けられたサムネイル画像同士を結ぶ線Ｌ（図２４を参
照）をウィンドウＷ１内に表示する制御を行う。
【０１８６】
　つぎに、所望の組み合わせで複数のサムネイル画像を関連付ける際の制御部４６の動作
について説明する。図２５は、所望の組み合わせで複数のサムネイル画像を関連付ける際
の制御部４６の処理手順を説明するフローチャートである。
【０１８７】
　図２５において、まず、制御部４６は、副画像表示領域１４０に表示された複数のサム
ネイル画像の中から所望のサムネイル画像が指定されたか否かを判断する（ステップＳ３
０１）。具体的には、入力部１１は、副画像表示領域１４０に表示された複数のサムネイ
ル画像の中から所望のサムネイル画像をクリックした場合に、この所望のサムネイル画像
を所望の組み合わせの一つとして指定する指示情報を制御部４６に入力する。制御部４６
は、このような指示情報が入力部１１によって入力されなければ、所望のサムネイル画像
が指定されていないと判断し（ステップＳ３０１，Ｎｏ）、このステップＳ３０１を繰り
返す。すなわち、制御部４６は、副画像表示領域１４０の中から所望のサムネイル画像が
指定されるまで、このステップＳ３０１を繰り返す。
【０１８８】
　一方、制御部４６は、このような指示情報が入力部１１によって入力された場合、所望
のサムネイル画像が指定されたと判断し（ステップＳ３０１，Ｙｅｓ）、入力された指示
情報に基づいて、副画像表示領域１４０の中から指定された所望のサムネイル画像を選択
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する（ステップＳ３０２）。
【０１８９】
　つぎに、制御部４６は、副画像表示領域１４０に表示された複数のサムネイル画像の中
から別のサムネイル画像が指定されたか否かを判断する（ステップＳ３０３）。具体的に
は、入力部１１は、副画像表示領域１４０に表示された複数のサムネイル画像の中から別
のサムネイル画像をさらにクリックした場合に、この別のサムネイル画像を所望の組み合
わせの更なる一つとして追加指定する指示情報を制御部４６に入力する。制御部４６は、
このような追加の指示情報が入力部１１によって入力されなければ、別のサムネイル画像
が指定されていないと判断し（ステップＳ３０３，Ｎｏ）、このステップＳ３０３を繰り
返す。すなわち、制御部４６は、副画像表示領域１４０の中から別のサムネイル画像が追
加指定されるまで、このステップＳ３０３を繰り返す。
【０１９０】
　一方、制御部４６は、このような追加の指示情報が入力部１１によって入力された場合
、別のサムネイル画像が追加指定されたと判断し（ステップＳ３０３，Ｙｅｓ）、入力さ
れた追加の指示情報に基づいて、副画像表示領域１４０の中から追加指定された所望のサ
ムネイル画像（すなわち上述したステップＳ３０２において選択した所望のサムネイル画
像と異なる別のサムネイル画像）を追加選択する（ステップＳ３０４）。
【０１９１】
　つぎに、制御部４６は、上述したように選択した２つのサムネイル画像を関連付ける（
ステップＳ３０５）。この場合、関連付け処理部４６ｅは、ステップＳ３０２において選
択したサムネイル画像とステップ３０４において追加選択した別のサムネイル画像とを関
連付ける。このようにして、関連付け処理部４６ｅは、副画像表示領域１４０に表示され
た複数のサムネイル画像を所望の組み合わせで関連付ける。なお、制御部４６は、かかる
関連付け処理部４６ｅによって関連付けられた所望のサムネイル画像の組み合わせを記憶
部１５に保存し、保存した所望の組み合わせをサムネイル画像の組み合わせの一つとして
保持管理する。
【０１９２】
　その後、制御部４６は、このような所望のサムネイル画像同士の関連付けを示す指標を
表示部１２に表示させる（ステップＳ３０６）。具体的には、制御部４６は、かかる関連
付け処理部４６ｅによって関連付けられた所望のサムネイル画像同士を結ぶ線を関連付け
の指標として表示する制御を行う。
【０１９３】
　ここで、図２４を参照しつつ、かかるサムネイル画像の関連付けを具体的に説明する。
図２４に示したように、副画像表示領域１４０には、複数のサムネイル画像ＳＰ１～ＳＰ
６が表示されている。なお、かかる複数のサムネイル画像のうち、サムネイル画像ＳＰ１
，ＳＰ２，ＳＰ３，ＳＰ５は、表示領域１０１に表示した画像群の中から選択した画像を
縮小したものであり、サムネイル画像ＳＰ４，ＳＰ６は、表示領域１０２に表示した画像
群の中から選択した画像を縮小したものである。
【０１９４】
　入力部１１は、まず、サムネイル画像ＳＰ５のクリック操作によってサムネイル画像Ｓ
Ｐ５を指定する指示情報を制御部４６に入力する。この場合、制御部４６は、かかる指定
のサムネイル画像ＳＰ５を所望の組み合わせを形成する一つめのサムネイル画像として選
択する。つぎに、入力部１１は、サムネイル画像ＳＰ６のクリック操作によってサムネイ
ル画像ＳＰ６を追加指定する指示情報を制御部４６に入力する。この場合、制御部４６は
、かかる追加指定のサムネイル画像ＳＰ６を所望の組み合わせを形成する残りのサムネイ
ル画像として追加選択する。
【０１９５】
　このように制御部４６が複数のサムネイル画像ＳＰ１～ＳＰ６の中から所望のサムネイ
ル画像ＳＰ５，ＳＰ６の組み合わせを選択した場合、関連付け処理部４６ｅは、かかる２
つのサムネイル画像ＳＰ５，ＳＰ６を関連付ける。また、制御部４６は、かかる関連付け
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処理部４６ｅによって関連付けられたサムネイル画像ＳＰ５とサムネイル画像ＳＰ６とを
結ぶ線Ｌを関連付けの指標として表示部１２に表示させる。
【０１９６】
　ユーザは、このような線Ｌを視認することによって、サムネイル画像ＳＰ５，ＳＰ６が
関連付けられたものである旨を容易に把握することができる。この場合、関連付けられた
サムネイル画像ＳＰ５，ＳＰ６は、例えば、互いに共通する被写体が撮像されたサムネイ
ル画像同士、または、病変部や出血部等の特徴的な部分が撮像されたサムネイル画像同士
である。
【０１９７】
　また、制御部４６は、このように関連付けたサムネイル画像ＳＰ５，ＳＰ６のいずれか
をクリックすることによって入力部１１から指示情報が入力された場合、かかる指示情報
に基づいて、このサムネイル画像ＳＰ５に対応する画像Ｐnを表示領域１０１に表示させ
るとともに、このサムネイル画像ＳＰ６に対応する画像Ｑmを表示領域１０２に表示させ
る。このような制御部４６を有する画像表示装置４４は、関連付けたサムネイル画像のい
ずれかを指定する（具体的にはクリックする）ことによって、例えば病変部または出血部
等の特徴的な部分が複数の方向から撮像された画像同士を各表示領域１０１，１０２に容
易に表示することができる。
【０１９８】
　以上、説明したように、本発明に実施の形態４では、上述した実施の形態３の構成を有
し、さらに、副画像表示領域に表示された複数のサムネイル画像を所望の組み合わせで関
連付けるようにし、かかる所望のサムネイル画像の関連付けを示す指標を表示するように
構成した。このため、上述した実施の形態３の作用効果を享受するとともに、複数のサム
ネイル画像の中から互いに関連するサムネイル画像の組み合わせを容易に把握することが
できる画像表示装置を実現することができる。
【０１９９】
　本発明の実施の形態４にかかる画像表示装置を用いることによって、被検体の多方向の
画像群の中から例えば病変部または出血部等の特徴的な部分が撮像された画像同士を容易
に探し出すことができ、かかる特徴的な部位が複数の方向から撮像された画像同士を表示
部の各表示領域に容易に同期表示することができる。
【０２００】
（実施の形態５）
　つぎに、本発明の実施の形態５について説明する。この実施の形態５にかかる画像表示
装置では、上述した画像Ｐn，Ｑmの同期表示機能に加え、さらに、通常表示モードにおい
て画像Ｐn，Ｑmの表示操作を別々に行えるようにしている。
【０２０１】
　図２６は、本発明の実施の形態５にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロ
ック図である。図２７は、この実施の形態５にかかる画像表示装置の表示部に表示される
各種ＧＵＩの一具体例を模式的に示す模式図である。図２６に示すように、この画像表示
装置５４は、上述した実施の形態４にかかる画像表示装置４４の制御部４６に代えて制御
部５６を有する。この制御部５６は、上述した画像表示装置４４の制御部４６の表示制御
部３６ａに代えて表示制御部５６ａを有する。また、図２７に示すように、表示部１２に
表示されるウィンドウＷ１には、表示領域１０１に表示した画像Ｐnの特徴づけを行うた
めのＧＵＩであるランドマークアイコン１２２と、表示領域１０２に表示した画像Ｑmの
特徴づけを行うためのＧＵＩであるランドマークアイコン１２３とがさらに形成される。
また、この実施の形態５では、通常表示モードにおいて、表示領域１０１のクリック操作
によって表示領域１０１の選択状態を切替可能にし、選択状態である場合に表示領域１０
１の画像表示操作を有効にしている。さらに、表示領域１０２のクリック操作によって表
示領域１０２の選択状態を切替可能にし、選択状態である場合に表示領域１０２の画像表
示操作を有効にしている。その他の構成は実施の形態４と同じであり、同一構成部分には
同一符号を付している。
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【０２０２】
　なお、本発明の実施の形態５にかかる画像表示装置５４を用いた被検体内情報取得シス
テムは、図１に例示した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの画像表示装置
４に代えて画像表示装置５４を有することによって実現される。
【０２０３】
　制御部５６は、上述した実施の形態４にかかる画像表示装置４４の制御部４６とほぼ同
様の機能を有する。この場合、制御部５６は、通常表示モードにおいて、画像Ｐnを表示
するための表示領域１０１について画像表示操作の有効および無効のいずれかを選択し、
且つ、画像Ｑmを表示するための表示領域１０２について画像表示操作の有効および無効
のいずれかを選択する。
【０２０４】
　表示制御部５６ａは、上述した実施の形態４にかかる画像表示装置４４の表示制御部３
６ａとほぼ同様の機能を有する。この場合、表示制御部５６ａは、主画像表示領域１００
の表示領域１０１，１０２の画像表示制御を別々に行うことができる。具体的には、表示
制御部５６ａは、通常表示モードにおいて、入力部１１を用いた表示領域１０１のクリッ
ク操作によって表示領域１０１が選択状態に設定された場合に、かかる選択状態の表示領
域１０１の画像表示操作を有効にし、入力部１１を用いた表示領域１０１の再度のクリッ
ク操作によって表示領域１０１が非選択状態に設定された場合に、かかる非選択状態の表
示領域１０１の画像表示操作を無効にする。この場合、表示領域１０１は、かかる入力部
１１を用いたクリック操作によって選択状態または非選択状態を設定する設定ＧＵＩとし
て機能する。
【０２０５】
　これと同様に、表示制御部５６ａは、通常表示モードにおいて、入力部１１を用いた表
示領域１０２のクリック操作によって表示領域１０２が選択状態に設定された場合に、か
かる選択状態の表示領域１０２の画像表示操作を有効にし、入力部１１を用いた表示領域
１０２の再度のクリック操作によって表示領域１０２が非選択状態に設定された場合に、
かかる非選択状態の表示領域１０２の画像表示操作を無効にする。この場合、表示領域１
０２は、かかる入力部１１を用いたクリック操作によって選択状態または非選択状態を設
定する設定ＧＵＩとして機能する。
【０２０６】
　また、表示制御部５６ａは、ランドマークアイコン１２２のクリック操作によって入力
部１１から入力された指示情報に基づいて、表示領域１０１に表示している所望の画像Ｐ

nを特徴付けるランドマークＭ１を例えば表示領域１０１の周囲に表示する制御を行う。
この場合、ランドマークアイコン１２２は、所望の画像Ｐnを特徴付けるためのランドマ
ークＭ１を設定する設定ＧＵＩとして機能する。このようなランドマークアイコン１２２
は、表示領域１０１が選択状態（すなわち画像表示操作が有効な状態）に設定された場合
に有効であり、表示領域１０１が非選択状態（すなわち画像表示操作が無効な状態）に設
定された場合に無効である。
【０２０７】
　さらに、表示制御部５６ａは、ランドマークアイコン１２３のクリック操作によって入
力部１１から入力された指示情報に基づいて、表示領域１０２に表示している所望の画像
Ｑmを特徴付けるランドマークＭ２を例えば表示領域１０２の周囲に表示する制御を行う
。この場合、ランドマークアイコン１２３は、所望の画像Ｑmを特徴付けるためのランド
マークＭ２を設定する設定ＧＵＩとして機能する。このようなランドマークアイコン１２
３は、表示領域１０２が選択状態（すなわち画像表示操作が有効な状態）に設定された場
合に有効であり、表示領域１０２が非選択状態（すなわち画像表示操作が無効な状態）に
設定された場合に無効である。
【０２０８】
　なお、かかるランドマークＭ１，Ｍ２によって特徴付けられる画像Ｐn，Ｑmは、例えば
、胃または十二指腸等の画像であってもよいし、病変部や出血部等の特徴的な部位が撮像
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された画像であってもよい。
【０２０９】
　つぎに、通常表示モードにおいて選択状態の表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを
それぞれ表示する制御を行う制御部５６の動作について説明する。図２８は、通常表示モ
ードにおいて選択状態の表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmをそれぞれ表示させる制
御部５６の処理手順を説明するフローチャートである。
【０２１０】
　図２８において、まず、制御部５６は、上述した同期アイコン１３０に対する再度のク
リック操作によって設定された通常表示モードを画像表示モードとして選択する（ステッ
プＳ４０１）。この場合、表示制御部５６ａは、同期アイコン１３０に対する再度のクリ
ック操作によって入力部１１から入力される設定情報に基づいて、複数の画像表示モード
の中から通常表示モードを選択する。
【０２１１】
　つぎに、制御部５６は、第１画像群ＰＧ１のフレーム番号ｎと第２画像群ＰＧ２のフレ
ーム番号ｍとをともに初期化する（ステップＳ４０２）。この場合、表示制御部５６ａは
、第１画像群ＰＧ１のうちの表示処理対象の画像のフレーム番号ｎを初期化する（例えば
ｎ＝０にする）。また、表示制御部５６ａは、第２画像群ＰＧ２のうちの表示処理対象の
画像のフレーム番号ｍを初期化する（例えばｍ＝０にする）。
【０２１２】
　その後、制御部５６は、上述したステップＳ２０５とほぼ同様に、表示操作アイコン群
１１０のいずれかに対応した画像表示指示があったか否かを判断する（ステップＳ４０３
）。具体的には、制御部５６は、表示操作アイコン群１１０のいずれかに対応した表示指
示情報が入力部１１から入力されない場合、画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示なしと判断し（
ステップＳ４０３，Ｎｏ）、このステップＳ４０３を繰り返す。すなわち、制御部５６は
、かかる表示指示情報が入力部１１によって入力されるまで、このステップＳ４０３を繰
り返す。
【０２１３】
　一方、制御部５６は、かかる表示指示情報が入力部１１から入力された場合、この入力
された表示指示情報に基づいて画像Ｐn，Ｑmの画像表示指示ありと判断し（ステップＳ４
０３，Ｙｅｓ）、画像Ｐnを表示するための表示領域１０１（第１表示領域）が選択状態
に設定されたか否かを判断する（ステップＳ４０４）。具体的には、表示領域１０１は、
入力部１１によってクリック操作が行われた場合に選択状態を設定し、入力部１１によっ
て再度のクリック操作が行われた場合に非選択状態を設定する。すなわち、制御部５６は
、表示領域１０１に対する１度のクリック操作によって入力部１１から選択状態の設定情
報が入力された場合、表示領域１０１が選択状態であると判断し、表示領域１０１に対す
る再度のクリック操作によって入力部１１から非選択状態の設定情報が入力された場合、
表示領域１０１が選択状態ではない（すなわち非選択状態である）と判断する。
【０２１４】
　表示制御部５６ａは、表示領域１０１が選択状態であると判断した場合（ステップＳ４
０４，Ｙｅｓ）、表示領域１０１に対する画像表示操作を有効にするとともに、入力部１
１によって入力された表示指示情報に基づいて現在のフレーム番号ｎの画像Ｐnを表示領
域１０１に表示させる（ステップＳ４０５）。この場合、表示制御部５６ａは、記憶部１
５に保存された第１画像群ＰＧ１の中から現在のフレーム番号ｎ（ｎ＝０，１，２，３，
…）の画像Ｐnを読み出し、得られた画像Ｐnを表示領域１０１に表示する制御を行う。
【０２１５】
　なお、かかるステップＳ４０５における現在のフレーム番号ｎは、上述したステップＳ
４０２において初期化したフレーム番号ｎ（＝０）または後述するステップＳ４０６にお
いて更新したフレーム番号ｎである。
【０２１６】
　その後、制御部５６ａは、上述したステップＳ２０７と同様に、第１画像群ＰＧ１のフ
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レーム番号ｎを更新する（ステップＳ４０６）。この場合、表示制御部５６ａは、つぎの
ステップＳ４０５において表示領域１０１に表示する画像Ｐnを記憶部１５から読み出す
ために第１画像群ＰＧ１のフレーム番号ｎを更新（例えば＋１加算）する。
【０２１７】
　つぎに、制御部５６は、画像Ｑmを表示するための表示領域１０２（第２表示領域）が
選択状態に設定されたか否かを判断する（ステップＳ４０７）。具体的には、表示領域１
０２は、入力部１１によってクリック操作が行われた場合に選択状態を設定し、入力部１
１によって再度のクリック操作が行われた場合に非選択状態を設定する。すなわち、制御
部５６は、表示領域１０２に対する１度のクリック操作によって入力部１１から選択状態
の設定情報が入力された場合、表示領域１０２が選択状態であると判断し、表示領域１０
２に対する再度のクリック操作によって入力部１１から非選択状態の設定情報が入力され
た場合、表示領域１０２が選択状態ではない（すなわち非選択状態である）と判断する。
【０２１８】
　表示制御部５６ａは、表示領域１０２が選択状態であると判断した場合（ステップＳ４
０７，Ｙｅｓ）、表示領域１０２に対する画像表示操作を有効にするとともに、入力部１
１によって入力された表示指示情報に基づいて現在のフレーム番号ｍの画像Ｑmを表示領
域１０２に表示させる（ステップＳ４０８）。この場合、表示制御部５６ａは、記憶部１
５に保存された第２画像群ＰＧ２の中から現在のフレーム番号ｍ（ｍ＝０，１，２，３，
…）の画像Ｑmを読み出し、得られた画像Ｑmを表示領域１０２に表示する制御を行う。
【０２１９】
　なお、かかるステップＳ４０８における現在のフレーム番号ｍは、上述したステップＳ
４０２において初期化したフレーム番号ｍ（＝０）または後述するステップＳ４０９にお
いて更新したフレーム番号ｍである。
【０２２０】
　その後、制御部５６ａは、上述したステップＳ２０９と同様に、第２画像群ＰＧ２のフ
レーム番号ｍを更新する（ステップＳ４０９）。この場合、表示制御部５６ａは、つぎの
ステップＳ４０８において表示領域１０２に表示する画像Ｑmを記憶部１５から読み出す
ために第２画像群ＰＧ２のフレーム番号ｍを更新（例えば＋１加算）する。
【０２２１】
　つぎに、制御部５６は、選択状態の表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを表示する
制御に対して一時停止指示があったか否かを判断する（ステップＳ４１０）。具体的には
、制御部５６は、上述したステップＳ４０３においてコマ再生アイコン１１２、頭出しア
イコン１１３、逆コマ再生アイコン１１５、および逆頭出しアイコン１１６のいずれかに
対応する表示指示情報が入力部１１から入力された場合に一時停止指示ありと判断する（
ステップＳ４１０，Ｙｅｓ）。この場合、制御部５６は、上述したステップＳ４０３に戻
り、このステップＳ４０３以降の処理手順を繰り返す。
【０２２２】
　一方、制御部５６は、上述したステップＳ４０３において再生アイコン１１１または逆
再生アイコン１１４に対応する表示指示情報が入力部１１から入力された場合に一時停止
指示なしと判断する（ステップＳ４１０，Ｎｏ）。この場合、制御部５６は、かかる通常
表示モードにおける選択状態の表示領域１０１，１０２の画像表示処理が終了したか否か
を判断する（ステップＳ４１１）。
【０２２３】
　具体的には、制御部５６は、上述したステップＳ４０６において更新したフレーム番号
ｎが第１画像群ＰＧ１のフレーム数以上である場合、選択状態の表示領域１０１の画像表
示処理が終了したと判断し（ステップＳ４１１，Ｙｅｓ）、かかる表示領域１０１の画像
表示処理を完了する。また、制御部５６は、上述したステップＳ４０９において更新した
フレーム番号ｍが第２画像群ＰＧ２のフレーム数以上である場合、選択状態の表示領域１
０２の画像表示処理が終了したと判断し（ステップＳ４１１，Ｙｅｓ）、かかる表示領域
１０２の画像表示処理を完了する。
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【０２２４】
　一方、制御部５６は、上述したステップＳ４０６において更新したフレーム番号ｎが第
１画像群ＰＧ１のフレーム数未満である場合、選択状態の表示領域１０１の画像表示処理
が終了していないと判断し（ステップＳ４１１，Ｎｏ）、上述したステップＳ４０４に戻
る。また、制御部５６は、上述したステップＳ４０９において更新したフレーム番号ｍが
第２画像群ＰＧ２のフレーム数未満である場合、選択状態の表示領域１０２の画像表示処
理が終了していないと判断し（ステップＳ４１１，Ｎｏ）、上述したステップＳ４０４に
戻る。その後、制御部５６は、上述したステップＳ４０４以降の処理手順を繰り返す。
【０２２５】
　なお、上述したステップＳ４０４において、表示制御部５６ａは、表示領域１０１が選
択状態ではないと判断した場合（ステップＳ４０４，Ｎｏ）、上述したステップＳ４０５
，Ｓ４０６の処理手順をスキップしてステップＳ４０７に進む。その後、制御部５６は、
このステップＳ４０７以降の処理手順を繰り返す。また、上述したステップＳ４０７にお
いて、表示制御部５６ａは、表示領域１０２が選択状態ではないと判断した場合（ステッ
プＳ４０７，Ｎｏ）、上述したステップＳ４０８，Ｓ４０９の処理手順をスキップしてス
テップＳ４１０に進む。その後、制御部５６は、このステップＳ４１０以降の処理手順を
繰り返す。
【０２２６】
　つぎに、通常表示モードにおいて選択状態の表示領域１０１，１０２に画像Ｐn，Ｑmを
それぞれ表示する制御を行う制御部５６の動作について具体的に説明する。図２９は、通
常表示モードにおいて表示領域１０１，１０２がともに選択状態に設定された場合の画像
表示処理を制御する制御部５６の動作を説明する模式図である。図３０は、通常表示モー
ドにおいて表示領域１０１のみが選択状態に設定された場合の個別の画像表示処理を制御
する制御部５６の動作を説明する模式図である。図３１は、通常表示モードにおいて表示
領域１０２のみが選択状態に設定された場合の個別の画像表示処理を制御する制御部５６
の動作を説明する模式図である。
【０２２７】
　図２９に示すように、制御部５６は、表示領域１０１，１０２がともに選択状態に設定
された場合、かかる選択状態の両表示領域１０１，１０２に対する画像表示操作を有効に
し、表示操作アイコン群１１０のいずれかに対応する表示指示情報に基づいて画像Ｐn，
Ｑmの表示処理を制御する。具体的には、表示制御部５６ａは、選択状態の表示領域１０
１（第１表示領域）を強調表示して選択状態である旨を示すとともに、かかる選択状態の
表示領域１０１に第１画像群ＰＧ１の画像Ｐn（ｎ＝０，１，２，３，…）を順次表示さ
せる。この場合、かかる表示制御部５６ａの制御によって、例えば画像Ｐ0，Ｐ1，Ｐ2，
Ｐ3が、選択状態の表示領域１０１に順次表示される。
【０２２８】
　また、表示制御部５６ａは、選択状態の表示領域１０２（第２表示領域）を強調表示し
て選択状態である旨を示すとともに、かかる選択状態の表示領域１０２に第２画像群ＰＧ
２の画像Ｑm（ｍ＝０，１，２，３，…）を順次表示させる。この場合、かかる表示制御
部５６ａの制御によって、例えば画像Ｑ0，Ｑ1，Ｑ2，Ｑ3が、上述した画像Ｐ0，Ｐ1，Ｐ

2，Ｐ3にそれぞれ同期して選択状態の表示領域１０２に順次表示される。
【０２２９】
　その後、表示領域１０１のみが選択状態に設定された場合、制御部５６は、図３０に示
すように、かかる選択状態の表示領域１０１に対する画像表示操作のみを有効にし、表示
操作アイコン群１１０のいずれかに対応する表示指示情報に基づいて画像Ｐnの表示処理
を個別に制御する。具体的には、表示制御部５６ａは、選択状態の表示領域１０１のみを
強調表示して選択状態である旨を示すとともに、かかる選択状態の表示領域１０１に第１
画像群ＰＧ１の画像Ｐnのみを順次表示させる。この場合、かかる表示制御部５６ａの制
御によって、例えば画像Ｐ4，Ｐ5，Ｐ6，Ｐ7，Ｐ8が、選択状態の表示領域１０１に順次
表示される。
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【０２３０】
　ここで、制御部５６は、非選択状態に設定された表示領域１０２に対する画像表示操作
を無効にし、かかる非選択状態の表示領域１０２を画像表示処理の一時停止状態または画
像非表示状態にする。この場合、表示制御部５６ａは、非選択状態に設定される直前に表
示領域１０２表示された画像（例えば画像Ｑ3）を一時停止状態で表示する制御を行う。
あるいは、表示制御部５６ａは、非選択状態の表示領域１０２の画像を消去処理する制御
を行い、かかる非選択状態の表示領域１０２を画像非表示状態にしてもよい。
【０２３１】
　その後、表示領域１０２のみが選択状態に設定された場合、制御部５６は、図３１に示
すように、かかる選択状態の表示領域１０２に対する画像表示操作のみを有効にし、表示
操作アイコン群１１０のいずれかに対応する表示指示情報に基づいて画像Ｑmの表示処理
を個別に制御する。具体的には、表示制御部５６ａは、選択状態の表示領域１０２のみを
強調表示して選択状態である旨を示すとともに、かかる選択状態の表示領域１０２に第２
画像群ＰＧ２の画像Ｑmのみを順次表示させる。この場合、かかる表示制御部５６ａの制
御によって、例えば画像Ｑ4，Ｑ5，Ｑ6，Ｑ7，Ｑ8が、選択状態の表示領域１０２に順次
表示される。
【０２３２】
　ここで、制御部５６は、非選択状態に設定された表示領域１０１に対する画像表示操作
を無効にし、かかる非選択状態の表示領域１０１を画像表示処理の一時停止状態または画
像非表示状態にする。この場合、表示制御部５６ａは、非選択状態に設定される直前に表
示領域１０１表示された画像（例えば画像Ｑ8）を一時停止状態で表示する制御を行う。
あるいは、表示制御部５６ａは、非選択状態の表示領域１０１の画像を消去処理する制御
を行い、かかる非選択状態の表示領域１０１を画像非表示状態にしてもよい。
【０２３３】
　なお、この実施の形態５にかかる画像表示装置５４では、入力部１１によってキャプチ
ャーアイコン１２０のクリック操作が行われた場合、主画像表示領域１００の表示領域１
０１，１０２のうちの選択状態に設定された表示領域に表示された画像のサムネイル画像
が作成され、作成されたサムネイル画像が副画像表示領域１４０に追加表示される。この
場合、画像処理部２６ｂは、キャプチャーアイコン１２０のクリック操作によって入力部
１１から入力された指示情報に基づいて、表示領域１０１，１０２のうちの選択状態の表
示領域に表示された画像のサムネイル画像を作成する。すなわち、画像処理部２６ｂは、
表示領域１０１が選択状態に設定されていれば、この選択状態の表示領域１０１に表示さ
れた画像Ｐnのサムネイル画像を作成し、表示領域１０２が選択状態に設定されていれば
、この選択状態の表示領域１０２に表示された画像Ｑmのサムネイル画像を作成し、表示
領域１０１，１０２がともに選択状態に設定されていれば、かかる選択状態の表示領域１
０１，１０２にそれぞれ表示された画像Ｐn，Ｑmの各サムネイル画像を作成する。
【０２３４】
　以上、説明したように、本発明の実施の形態５では、上述した実施の形態４の構成を有
し、さらに、表示部に形成した複数の表示領域に対して画像表示操作の有効または無効を
個別に設定し、多眼のカプセル型内視鏡に搭載した撮像素子群によって撮像された被検体
内の複数の画像群のうちの所望の画像群に含まれる画像を有効な表示領域に順次表示する
ように構成した。このため、上述した実施の形態４の作用効果を享受するとともに、不要
な画像群の表示処理を停止しつつ所望の画像群に含まれる各画像を表示領域に順次表示で
きる画像表示装置を実現することができる。
【０２３５】
　本発明の実施の形態５にかかる画像表示装置を用いることによって、ユーザは、多眼の
カプセル型内視鏡の撮像素子群によって撮像された複数の画像群のうちの不要な画像群に
惑わされずに所望の画像群に意識を集中することができ、この結果、被検体内の画像を容
易に観察することができる。
【０２３６】
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　なお、本発明の実施の形態１～５では、タイムスライダ１３２，１３３を共通のタイム
スケールＴＳに沿って移動させていたが、これに限らず、第１画像群ＰＧ１および第２画
像群ＰＧ２の各時間的な長さをそれぞれ示す２つのタイムスケールを互いに近傍な位置に
形成し、かかる２つのタイムスケール上をタイムスライダ１３２，１３３がそれぞれ移動
するようにしてもよい。具体的には、例えば図３２に示すように、副画像表示領域１４０
の近傍に、第１画像群ＰＧ１の時間的な長さを示すタイムスケールＴＳ１と第２画像群Ｐ
Ｇ２の時間的な長さを示すタイムスケールＴＳ２とを上下に並べて形成し、このタイムス
ケールＴＳ１上をタイムスライダ１３２が移動し、このタイムスケールＴＳ２上をタイム
スライダ１３３が移動するようにしてもよい。
【０２３７】
　また、本発明の実施の形態１～５では、入力部１１を操作してデータ設定領域１３１に
時間差データを直接入力していたが、これに限らず、例えば図３２に示すように、データ
設定領域１３１内の時間差データ（数値データ）を増減する数値増減アイコン１３５を形
成し、かかる数値増減アイコン１３５を用いてデータ設定領域１３１内の時間差データを
調整してもよい。また、入力部１１がジョグダイヤルを有するようにし、かかる入力部１
１のジョグダイヤルを操作することによってデータ設定領域１３１内の時間差データを増
減してもよい。
【０２３８】
　さらに、本発明の実施の形態１～５では、タイムスライダ１３２，１３３はタイムスケ
ールＴＳに沿った同一径路上を移動していたが、これに限らず、タイムスライダ１３２，
１３３は、タイムスケールＴＳに沿った互いに異なる径路上を移動するようにしてもよい
。具体的には、例えば図３３に示すように、タイムスケールＴＳの上側経路上をタイムス
ライダ１３２が移動し、タイムスケールＴＳの下側経路上をタイムスライダ１３３が移動
してもよい。
【０２３９】
　また、本発明の実施の形態１～５では、各表示領域１０１，１０２にそれぞれ表示した
画像Ｐn，Ｑmの各サムネイル画像を共通の副画像表示領域１４０に追加表示していたが、
これに限らず、複数の副画像表示領域を形成し、かかる複数の副画像表示領域のそれぞれ
に、画像Ｐnのサムネイル画像と画像Ｑmのサムネイル画像とを分類して追加表示してもよ
い。具体的には、例えば図３４に示すように、複数の副画像表示領域１４０ａ，１４０ｂ
を形成し、画像Ｐnのサムネイル画像を副画像表示領域１４０ａに追加表示し、画像Ｑmの
サムネイル画像を副画像表示領域１４０ｂに追加表示してもよい。この場合、画像Ｐnの
サムネイル画像と画像Ｑmのサムネイル画像との関連付けを示す線Ｌは、かかる関連付け
られたサムネイル画像同士を結ぶように形成される。
【０２４０】
　さらに、本発明の実施の形態１～５では、タイムスケールＴＳを表示操作アイコン群１
１０と副画像表示領域１４０との間の領域に形成していたが、これに限らず、第１画像群
ＰＧ１および第２画像群ＰＧ２の各時間的な長さをそれぞれ示す２つのタイムスケールを
各表示領域１０１，１０２の近傍にそれぞれ形成し、かかる２つのタイムスケール上をタ
イムスライダ１３２，１３３がそれぞれ移動するようにしてもよい。具体的には、例えば
図３５に示すように、表示領域１０１の下側近傍にタイムスケールＴＳ１を形成して、こ
のタイムスケールＴＳ１上をタイムスライダ１３２が移動するようにし、且つ、表示領域
１０２の下側近傍にタイムスケールＴＳ２を形成して、このタイムスケールＴＳ２上をタ
イムスライダ１３３が移動するようにしてもよい。
【０２４１】
　また、本発明の実施の形態１～５では、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，１
０２に同期表示する画像Ｐn，Ｑmの各撮像時刻の時間差ΔＴを設定するようにしていたが
、これに限らず、かかる時間差ΔＴに代えて画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差をＧＵＩによ
って設定してもよい。具体的には、例えば図３６に示すように、データ設定領域１３１と
タイムスライダ１３２，１３３とを画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差の設定ＧＵＩとして形
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成し、かかるデータ設定領域１３１に入力されたフレーム番号差を同期表示モードにおい
て各表示領域１０１，１０２に同期表示する画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差として設定し
てもよい。また、かかるタイムスライダ１３２，１３３を上述した時間差ΔＴの設定の場
合と同様に用いて、同期表示モードにおいて各表示領域１０１，１０２に同期表示する画
像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差を設定してもよい。
【０２４２】
　さらに、図３６に示すように、数値増減アイコン１３５を用いてデータ設定領域１３１
内のフレーム番号差を増減してもよい。あるいは、入力部１１がジョグダイヤルを有する
ようにし、かかる入力部１１のジョグダイヤルを操作することによってデータ設定領域１
３１内のフレーム番号差を増減してもよい。
【０２４３】
　また、かかるデータ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，１３３等の設定ＧＵ
Ｉに限らず、画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差を被検体１の部位毎に予め設定したデフォル
トデータを上述したデフォルトデータ１５ｃに代えて記憶部１５に保存し、かかるフレー
ム番号差のデフォルトデータに基づいて被検体１の部位毎に画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号
差を設定してもよい。この場合、データ設定領域１３１またはタイムスライダ１３２，１
３３等の設定ＧＵＩを用いて、かかるフレーム番号差のデフォルトデータをフレーム単位
で部分的に更新するようにしてもよい。
【０２４４】
　なお、このように同期表示モードにおける画像Ｐn，Ｑmのフレーム番号差を設定した場
合、本発明にかかる画像表示装置の制御部は、同期表示モードにおいて、かかるフレーム
番号差を有する画像Ｐn，Ｑmを各表示領域１０１，１０２に同期表示する制御を行う。こ
の場合も、上述した時間差ΔＴの場合と同様に、互いに共通する同一被写体を複数の方向
から撮像した画像同士を各表示領域１０１，１０２に同期表示できる。
【０２４５】
　また、本発明の実施の形態１～５では、多眼のカプセル型内視鏡２に搭載した２つの撮
像素子２ａ，２ｂによって撮像された第１画像群ＰＧ１の各画像と第２画像群ＰＧ２の各
画像とを各表示領域１０１，１０２に表示していたが、これに限らず、多眼のカプセル型
内視鏡に搭載した３以上の撮像素子によって撮像された３以上の画像群を取得し、かかる
３以上の画像群のうちの２つにそれぞれ含まれる各画像を各表示領域１０１，１０２に表
示してもよい。また、被検体内の画像を表示する表示領域を３以上形成し、多眼のカプセ
ル型内視鏡に搭載した３以上の撮像素子によって撮像された３以上の画像群にそれぞれ含
まれる各画像を３以上の表示領域にそれぞれ表示してもよい。
【０２４６】
　さらに、本発明の実施の形態１～５では、単一のキャプチャーアイコンのクリック操作
が行われた場合、画像表示操作が有効な状態である表示領域に表示された画像のサムネイ
ル画像を副画像表示領域に追加表示していたが、これに限らず、表示領域毎にキャプチャ
ーアイコンを形成し、かかるキャプチャーアイコンのクリック操作が行われた場合、この
クリックされたキャプチャーアイコンに対応する表示領域に表示された画像のサムネイル
画像を副画像表示領域に追加表示するようにしてもよい。
【０２４７】
　また、本発明の実施の形態４，５では、副画像表示領域に表示した複数のサムネイル画
像のうちの所望の２つを互いに関連付けていたが、これに限らず、副画像表示領域に表示
した複数のサムネイル画像のうちの３以上のサムネイル画像を互いに関連付けてもよい。
この場合、かかるサムネイル画像の関連付けを示す指標（例えば線Ｌ）は、このように関
連付けた３以上のサムネイル画像を互いに結ぶように形成される。
【０２４８】
　さらに、本発明の実施の形態４，５では、所望のサムネイル画像の関連付けを示す指標
として、かかる関連付けたサムネイル画像同士を結ぶ線を形成していたが、これに限らず
、所望のサムネイル画像の関連付けを示す指標は、記号、文字、数字、または図形等の所



(41) JP 4891646 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

望のマークであってもよい。この場合、関連付けた複数のサムネイル画像のそれぞれに同
種のマークを付ければよい。
【図面の簡単な説明】
【０２４９】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置を有する被検体内情報取得システム
の一構成例を模式的に例示する模式図である。
【図２】本発明の実施の形態１にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロック
図である。
【図３】実施の形態１にかかる画像表示装置の表示部に表示される各種ＧＵＩの一具体例
を模式的に示す模式図である。
【図４】データ設定領域またはタイムスライダを用いた時間差の設定手順を説明するため
の模式図である。
【図５】ＧＵＩを用いて設定した時間差を有する画像同士を各表示領域に同期表示させる
制御部の処理手順を説明するフローチャートである。
【図６】設定した時間差を有する画像同士を各表示領域に順次同期表示させる制御部の動
作の一具体例を説明するための模式図である。
【図７】同期表示モードにおいて各表示領域に同期表示した画像同士の関係を説明するた
めの模式図である。
【図８】レポート内の所望の位置にファシリティロゴを付するための設定ＧＵＩを表示す
るウィンドウの一具体例を示す模式図である。
【図９】レポート内に対するメーカロゴの挿入設定を変更するための設定ＧＵＩを表示す
るウィンドウの一具体例を示す模式図である。
【図１０】レポートに記載する所定のデータを設定するための設定ＧＵＩを表示するウィ
ンドウの一具体例を示す模式図である。
【図１１】被検体のレポートを作成するためのＧＵＩを表示するウィンドウの一具体例を
示す模式図である。
【図１２】静止画像ファイルまたは動画像ファイルを所望のドライブに出力するためのＧ
ＵＩを表示するウィンドウの一具体例を示す模式図である。
【図１３】レポートファイルを所望のドライブに出力するためのＧＵＩを表示するウィン
ドウの一具体例を示す模式図である。
【図１４】本発明にかかる画像表示装置のユーザ権限の設定を変更するための設定ＧＵＩ
を表示するウィンドウの一具体例を示す模式図である。
【図１５】本発明の実施の形態２にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロッ
ク図である。
【図１６】被検体の部位毎に設定された時間差のデフォルトデータの一具体例を示す模式
図である。
【図１７】デフォルトデータに基づいた時間差を有する画像同士を各表示領域に同期表示
させる制御部の処理手順を説明するフローチャートである。
【図１８】デフォルトデータに基づいた部位毎の時間差を有する画像同士を各表示領域に
順次同期表示させる制御部の動作の一具体例を説明するための模式図である。
【図１９】本発明の実施の形態３にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロッ
ク図である。
【図２０】実施の形態３にかかる画像表示装置の表示部に表示される各種ＧＵＩの一具体
例を模式的に示す模式図である。
【図２１】デフォルトデータを部分的に更新する制御部の動作を説明するための模式図で
ある。
【図２２】更新後のデフォルトデータに基づいた時間差を有する画像同士を各表示領域に
順次同期表示させる制御部の動作の一具体例を説明するための模式図である。
【図２３】本発明の実施の形態４にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロッ
ク図である。
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【図２４】実施の形態４にかかる画像表示装置の表示部に表示される各種ＧＵＩの一具体
例を模式的に示す模式図である。
【図２５】所望の組み合わせで複数のサムネイル画像を関連付ける際の制御部の処理手順
を説明するフローチャートである。
【図２６】本発明の実施の形態５にかかる画像表示装置の一構成例を模式的に示すブロッ
ク図である。
【図２７】実施の形態５にかかる画像表示装置の表示部に表示される各種ＧＵＩの一具体
例を模式的に示す模式図である。
【図２８】通常表示モードにおいて選択状態の各表示領域に画像をそれぞれ表示させる制
御部の処理手順を説明するフローチャートである。
【図２９】通常表示モードにおいて各表示領域がともに選択状態に設定された場合の画像
表示処理を制御する制御部の動作を説明する模式図である。
【図３０】通常表示モードにおいて一方の表示領域のみが選択状態に設定された場合の個
別の画像表示処理を制御する制御部の動作を説明する模式図である。
【図３１】通常表示モードにおいて他方の表示領域のみが選択状態に設定された場合の個
別の画像表示処理を制御する制御部の動作を説明する模式図である。
【図３２】表示部に表示される各種ＧＵＩの変形例１を示す模式図である。
【図３３】表示部に表示される各種ＧＵＩの変形例２を示す模式図である。
【図３４】表示部に表示される各種ＧＵＩの変形例３を示す模式図である。
【図３５】表示部に表示される各種ＧＵＩの変形例４を示す模式図である。
【図３６】表示部に表示される各種ＧＵＩの変形例５を示す模式図である。
【符号の説明】
【０２５０】
　１　被検体
　２　カプセル型内視鏡
　２ａ，２ｂ　撮像素子
　３　受信装置
　３ａ～３ｈ　受信アンテナ
　４，２４，３４，４４，５４　画像表示装置
　５　携帯型記録媒体
　１１　入力部
　１２　表示部
　１３　カードＩ／Ｆ
　１４　入出力Ｉ／Ｆ
　１５　記憶部
　１５ａ　検査フォルダ
　１５ｂ　管理フォルダ
　１５ｃ　デフォルトデータ
　１６，２６，３６，４６，５６　制御部
　１６ａ，２６ａ，３６ａ，５６ａ　表示制御部
　１６ｂ，２６ｂ　画像処理部
　１６ｃ　レポート作成部
　１６ｄ　画像ファイル作成部
　４６ｅ　関連付け処理部
　１００　主画像表示領域
　１０１，１０２　表示領域
　１１０，２４７　表示操作アイコン群
　１１１　再生アイコン
　１１２　コマ再生アイコン
　１１３　頭出しアイコン
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　１１４　逆再生アイコン
　１１５　逆コマ再生アイコン
　１１６　逆頭出しアイコン
　１２０　キャプチャーアイコン
　１２１　関連付けアイコン
　１２２，１２３　ランドマークアイコン
　１３０　同期アイコン
　１３１　データ設定領域
　１３２，１３３　タイムスライダ
　１３４　保存アイコン
　１３５　数値増減アイコン
　１４０　副画像表示領域
　１４１　スクロールバー
　１５０　Ｃｌｏｓｅアイコン
　２０１，２４４，２５０　ドライブ設定部
　２０２　ファイル表示領域
　２０３　ロゴ表示領域
　２０４　ロゴ位置設定部
　２０５　Ｃｌｅａｒアイコン
　２０６，２１１，２２５，２５２，２６３　ＯＫアイコン
　２０７，２１２，２２６，２５３，２６４　Ｃａｎｃｅｌアイコン
　２１０　チェックボックス
　２２０　医師名テキストボックス
　２２１　施設名テキストボックス
　２２２　住所テキストボックス
　２２３　電話番号テキストボックス
　２２４　メールアドレステキストボックス
　２３０　医師名設定部
　２３１　施設名設定部
　２３２　住所設定部
　２３３　電話番号設定部
　２３４メールアドレス設定部
　２３５　診断情報テキストボックス
　２３６　Ｓａｖｅアイコン
　２３７，２４５　Ｅｘｐｏｒｔアイコン
　２４０　静止画像ファイル表示領域
　２４１　動画像ファイル表示領域
　２４２　出力ファイル表示領域
　２４３　追加アイコン
　２４６　画像表示領域
　２５１　容量表示領域
　２６１　ユーザ権限表示領域
　２６２　チェックボックス群
　Ａ１　患者情報
　Ａ２，Ａ３　画像
　Ａ４，Ａ５　アンテナ配置図
　Ｂ１～Ｂ４，Ｃ１～Ｃ４　画像群
　Ｅ　病変部
　Ｋ　カーソル
　Ｌ　線



(44) JP 4891646 B2 2012.3.7

　Ｍ１，Ｍ２　ランドマーク
　ＰＧ１　第１画像群
　ＰＧ２　第２画像群
　Ｐn，Ｑm，Ｐ0～Ｐ8，Ｑ0～Ｑ8　画像
　Ｒ　フォーマット
　ＴＳ，ＴＳ１，ＴＳ２　タイムスケール
　ＳＰ１～ＳＰ６　サムネイル画像
　Ｗ１～Ｗ８　ウィンドウ
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